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第六章 　編年史的にみた日本社会学
　　　　大正期の社会科学文献　　 大正期の社会学書日本社会学院調査部編『現代社会問題研究 　第廿三巻』 ［非売品］ （大正
10・
12）のなかに、 “思想問題”が収録されている。その“序論”を執
筆したのは、京都帝国大学教授・藤井健治郎であり、 “本論”は東京帝国大学助教授・深作安文が筆をとったものである。
内容の概略は
─
第一章 　思想と反国家主義的傾向 　第二章 　我国に於ける思想問題の起源 　第三章 　民主主義 　第四章 　民主主義の緒相 　第
五章 　共産主義と集産主義 　第六章 　科学的社会主義 　第七章 　危険思想 　結論
─
である。
藤井によると、第一次世界大戦が終結したのち、 “思想問題”が世界じゅうでやか
ましくなってきたという。日本もごたぶんに漏れずうるさくなっていた。さてその思想問題だが、それはいかなる性質の のか。
それはほかでもない、国民の思想がひじょうに動揺かつ混乱し、それがために民族
生活や社会生活が危険にさらされることである。思想の動揺や混乱をどうしたら鎮静させ、統一できるか 、思想問題の
要よう
緊きん
（大切な点）であるという。
ひとはそれぞれの立場から、それは危険思想とか悪思想などと無造作にいうが、そ
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れについて反問すると、あいまいな返事が返ってくる。近ごろ新聞や雑誌、対話、講演や討論の席で“国民思想の動揺”ということばがしきりに用いられて るが、その語の意味は、ひじょうにあいまいだという。
深作は本論「第二章 　我国に於ける思想問題の起源」の「第一 　家族主義と個人主義との対立」のなかで、こんなことをのべている。わが国に 上代から“家族制度”というものがあり、日本国民は家族主義に支配せられ、こんにちに及んでいるという。家族主義とは何かとい
うと、 “家”と う生活形式のもとになしとげる団体生活を主となし、個人の生活を従となす立脚地（よりどころ）のことであるという。
このような家族的風土のなかに、外国から新しい思想 入ってきた。それは何かというと、 “個人主義”である。それは自由と平等とをもって、
人間
生せい
得とく
の権利であるとし、生活の各方面において、それらを実現しようとするものである。
個人主義に対立するものは、家族主義とか国家主義といった団体主義である。この個人主義と ったものは “家 とか“国家”よりも、じぶ
んの生活や発展を重んじるため、それを妨げるも があ それに抵抗し、やむをえな ときは、それを破壊して進む。
そのため、自己中心的になり、おのれの権利に固執し、服従・
謙けん
抑よく
（じぶんを押える） ・犠牲を好まず、かえって尊大・自己主張を好むように
なる。いま日本人は、この二つの主義の交差点に立ちつつあるという。
上田
貞てい
次じ
郎ろう
（一八七九～一九四○、大正・昭和期の経済学者、東京高商（現・一橋大学）教授の『社会改造と企業』 （大正
10・
12）は、社会改
造の問題について、みずから読書し、観察し、考究した結果の報告でもある。
上田によると、いまの社会組織は、いわゆる資本主義である。企業を中心とする組織である。だからわれわれは、いま企業がおこなっている
“生産”と“分配”の役目を、どうしたら合理的に改造しうるかを考えねばならないという。そこで役立つのは、 “商工経営”の研究だといっている。
著者は、それぞれのテーマについて、西洋人の論説を援用しながら論を展開している。内容の概略は
─
小序 　社会主義と企業者の職分 　労働者生産組合 　社会主義的産業組織に対するマーシャル博士の批評 　ギルド社会主義に対
するウェッブ氏の批評 　ウェザース資本主義弁護論を読む 　官業会計法一新 急務
─
である。
著者はのべている。いまの資本主義は、
営えい
利り
（かねもうけ）のために営利をなす、拝金の
魔ま
道どう
（堕落のみち）と称せられている。社会主義は、
分配論に即して企業公営を主張しているが、一方において生産論を無視できないという。
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生産組織を運用する能力に、もっともひいでているのは企業者（実業家）の階級である。だから社会主義の世となっても、この種の人物が必要
になるという。
白井新太郎の『社会極致論』 （大正
10・
12）は、東西の文献を参考にしながら、社会組織の原則を解明し、天下の公論を確立し、人類の不幸を
救済することを叙したものという（ 「自序」 ） 。
同書は上中下の三巻からなり、内容の概略は
─
第一編 　社会組織の発端 　第一章 　動物生存の実相 　第二章 　社会組織の資格 　第三章 　社会
組織の事由 　第二編 　社会組織の内容 　第一章 　社会の差等 　第二章 　社会の実体 　第三章 　社会の
政せい
教きょう
（政治と教化） 　第四章 　社会の事業 　
第五章 　社会の元首 　附
  皇こう
極きょく
（政治の基本となる広大中正の道） 、 　以下省略する
─
である。
白井はかたっている。
─
人は万物とともに天地のあいだに生まれ、また万物とともに天地のあいだに死す、と。また動物生存の目的は、すべ
ての
禍か
害がい
（わざわい）を避けて、福利を求めるにあり、と。
この広い社会でくらす人間のなかには、そこで生活する資格のない者、また排除せねばな
らぬ人間がいる、と著者は説いている。とり除かねばならぬ者とは、どのような人間を指すのであろうか。
一 　自己の義務をつくさな もの。一 　他人の権利を
侵おか
すもの。
一 　社会の組織を
破は
壊かい
するもの。
一 　社会の組織に加わらないもの。一 　社会に害を及ぼすもの。社会の破壊者のうち、小さな者は懲罰せられ、大きな者は誅殺されねばならないという
（ 「第一編 　社会組織の発端
─
第四節 　資格を失ふ者の排除」 ） 。
千葉雄次郎訳『社会主義社会観』 （大正
11・１）は、フランスのマルクス主義社会主義者
白井新太郎著『社会極致論』。
ラファルグ著『社会主義社会観』。
〔法政大学・大原社会問題研究所蔵〕
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ポール・ラファルグ（一八四二～一九一一）の社会批評と研究を反訳したものである。ラファルグは亡命中ロンドンでマルクスと知りあいになり、やがてその次女と結婚するにいたった。
本書に収められた諸論文は、十九世紀末から二十世紀初頭にかけて執筆されたものとい
う。内容の概略は
─
　一 　怠ける権利 　　一 　哀れなる独断 　二 　労働の至福 　三 　生
産過剰の結果 　四 　新しい
楽がく
に新しい曲 　二 　社会主義的社会観 　一 　社会主義と知識階
級 　二 　資本主義 破綻 　三 　婦人問題 　四 　社会主義の理想 　五 　馬の権利と人の権利
　三 　抽象的観念の起源 　一 　正義の観念の起源 　二 　善の観念の起源
─
である。
訳者によると、これらの題目は、大正のいまわが日本の文壇で問題にされているものが多いという。だから本書を訳出することは、日本の思想
界にとって
徒と
爾じ
（むだ）ではないと思われるとのべている。
さらに訳者は、 「怠ける権利」は、労働階級をして現代の根 的な制度的欠陥にたいして目をひらかせる点に、より多く価値を有する、とかた
っている。
長谷川
如にょ
是ぜい
閑かん
（一八七五～一九六九、明治から昭和期にかけてのジャーナリスト、本名・万次郎、自由主義左派の立場から論壇で活躍した）の
『現代社会批判』 （大正
11・１）は、著者が大正八年（一九一九）以降、雑誌『
我われ
等ら
』その他の雑誌や新聞に公にした論文をあつめたものである。
本書は、第一編から第四編までの四部構成となっている。内容の概略は
─
第一編 　第一章 　現代文化の特徴と其の転機 　第二章 　階級意識と
階級闘争 　第三章 　生活享楽の分業と階級的反感 　第四章 　現代文化に対する民衆化の意義 　第五章 　現代社会と集団意識 　第六章 　文化否定の生活意識 　第七章 　個人的優越の否定 　以下省略する
─
である。
長谷川によると、第一編において、現代社会の一般的の
事じ
相そう
（事柄のようす）を取りあつかい、第二編以下において、労働・経済・性などの特
殊問題をあつかったという。
著者が考える、個人と社会との関係はどのようなものか。まず“個人”とは何か それは社会的存在にすぎないという。そして“社会”は、個
人の生活の一面にほかならず、それは絶対的な構成物であり、個人の生活組織でもある（一三五頁） 。
長谷川万次郎著『現代社会批判』。
〔日本大学文理学部附属図書館蔵〕
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福田
徳とく
三ぞう
（一八七四～一九三○、明治・大正期の経済学者、東京商科大学［一橋］講師をへて慶応義塾大学教授、民本主義運動の指導者として
活躍した）の『社会政策と階級闘争』 （大正
11・１）は、大学の講義原稿と雑誌『改造』などに発表した記事をまとめて一書としたもののようだ。
内容の概略は
─
一 　社会政策序論 　第一章 　『社会』の発見 　第二章 　個人人格と国家人格 　第三章 　物格の支配より人格の支配へ 　第四章
　社会政策の本領 　二 　階級闘争と其当事者 　第一章 　価格闘争より厚生闘争へ＝
殊こと
に厚生闘争としての労働争議 　第二章 　階級闘争当事者とし
ての
雇こ
傭よう
所得と資本所得 　第三章 　資本主義の崩壊
─
である。
著者によると、人間はときどき大きな発見や発明をするが、発見ちゅう最大のものは、 “社会の発見”であるという。けれどひとはそのことを
忘れているという。社会を一つの独立した存在として認識することが、 “社会の発見”の意のようだ。
社会の発見をながいあいだ
阻はば
んできた最大の原因は、人種が非個人的現象、事実のいっさいをあげて、これを“国家”につめ込んでしまう力強
い惰性（いきおい）を有しているからだとしている。そしてこれが社会の認識の発達を妨げ、国家そのものの認識を大いに害したという。
高谷実太郎訳『愛の社会主義』 （大正
11・２）は、イギリス国教会の聖職者・作家であるチ
ャールズ・キングズリー（一八一九～七五、カーライルの影響をうけたキリスト教社会主義者、社会改良家）が執筆した社会派小説『アルトン・ロック』の反訳である。「緒言」によると、同書は「仕立屋詩人オ
ル
ママト
ン、ロック」と題して書かれたものというが、
一般読者のために、その趣旨内容をくんで“愛の社会主義” 命名したといっている。原著は、苦悶せる労働者の一生を描いた社会小説である、とい 、イギリスの労働者の
政チャーティズム
治改革運動
を
緯とし、キリスト教社会主義を経としている。
この訳書のために、北沢
新しん
次じ
郎ろう
（一八八七～一九八○、大正・昭和期の経済学者、社会運動
家、早大教授、労働・農民運動に参加）は、 「序」を執筆している。それによると、日本においてはまだプロレタリア階級の悲惨な社会生活 実情を具体的に描 たものがないときに、資本主義が生み す無産階級の
廃はい
頽たい
的（くずれた）生活を描写したものが邦訳せられたことは、
高谷実太郎訳『愛の社会主義』。 福田徳三著『社会政策と階級闘争』。
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時機に適したものという。『アルトン・ロック』の冒頭において、主人公は「わたしはロンドンのいやしい細民である」 、と語っている。かれは細民であることを神の賜物とし、悪臭のぷんぷんする貧乏長屋や仕事場で
窒ちっ
息そく
しそうなひとびとの中で育ったおかげで、かれらに同情をよせられるように
なったが、それは神の賜物としている。
村上林蔵訳『英国農村社会史』 （大正
11・２）は、モンタギュ・フォーダム著『イギリス
田園小史』 （
A
 Short H
istory of E
nglish R
ural L
ife, 191 ）を反訳したものである。
内容の概略は
─
第一編 　中世の農村生活 　第一章 　アングロサクソンの村落共産体 　第二章 　国民の
衰すい
頹たい　第三章 　荘園の村落 　第四章 　自
由の発達 　第二編 　農村生活の復興 　第五章 　文化と農村生活に及ぼす其の影響 　第六章 　農民一揆からストュアーツ時代に及ぶ 　第七章 　ストュアーツ時代の農村生活 　第八章 　十八世紀に於ける社会革命 　第三編 　農業 復興 九 十九世紀（農業の破減以前）第十章 　最後の局面─
である。
イギリスは農業国から出発し、商工の国になったのであるが、原著者は本書において、通俗的にこの国の農業・社会・交通・政治・宗教など、
あらゆる面にわたって社会生活のうつりかわりを描いている。
ことにイギリスの農村生活史を日本に紹介しようとした訳者の意図は 日本において農村問題を重要視せねばならぬ事情があったからであり、
イギリスの事例をもって
鑑かん
戒かい
（いましめ）とし、また刺激とするためであった。また「訳者の序」によると、いまの日本の現況をみると、イギリ
スの農村社会史に
鑑かんが
みねばならない点がひじょうに多く、ゆえに本書を出版したという。
福田徳三の『社会運動と労銀制度』 （大正
11・６）は、先に刊行した『社会政策と階級闘争』 （大正
11・２）の通俗的解説ならびに補完としての
性格をもつものという。本書に収録した章節は、いずれも関東ならびに北陸地方でおこなった講演速記をもとに、それに手をくわえ一書としたものである。
内容の概略は
─
第一篇 　社会運動の理論的根拠 　第一章 　社会観念の発達 　第二章 　人類生活共同化の行程 第三章 　経済生活と人格生活 　
第四章 　共同生活による人格 解放と制限 　第五章 　人格闘争としての社会運動 　第二篇 　労働争議の意義及種類 　第三篇 　労銀（労働の賃金
福田徳三著『社会運動と労銀制度』。
〔早稲田大学中央図書館蔵〕
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─
引用者）制度
  附録 　労銀形態報告摘要
─
である。
洋の東西を問わず、時勢の先導者は、いろいろなことを考えつくものである。そういったひとびとの頭の中におこった“社会”という観念が根
源となって、社会運動や社会問題が惹起されるのである。
福田によると、日本では“社会運動” “社会政策” “社会事業”などをいうときの“社会”ということばを、だいぶむちゃくちゃに使っていると
いう。何か公けの問題、公共の生活についての問題がおこると、人はすぐ「それは社会問題である」という。
人はこんにち“社会問題” “社会運動” “社会政策”として、なんでも“社会”という語をくっつけて が、そこで用 られている“社会”と
は、社会に関するすべてをゴタゴタと
包ほう
含がん
するものではない、という。社会の中のあるとくに限ったものを意味する、というのが著者の主張であ
る。
こんにちの世の中でおこっている数多の問題は、多少とも社会と関係があるものばかりである。個人問題も社会でおこ ている。われわれは社
会のうちに生き、われわれの間でおこる問題は すべて社会 おこるところの問題 という（一六頁） 。『これからの処女の為めに 　全』 （大正
11・６）は、本の表題といい、その中味といい、ひじょうに奇抜なものである。本書の「例言」によると、
大正十年（一九二一）十月処女 中央部主催のもとに開かれた第一回全国処女会指導者講習会における講演を編んで一書としたものである。
内容の概略は
─
開会の辞（処女会中央部理事長） 　山脇房子 　婦人問題概観（成女高等女学校長） 　宮田修 　欧州処女の節制問題（宮内省御用
掛兼内閣内務省嘱託） 　国府種徳 　 の修養（三輪田高等女学校長 　処女 中央部理事） 　三輪田元道 　所感 　掘内信水 　処女会と補習教育 　乗
杉嘉壽 　頽廃思想を
戒いまし
む 　湯原元一 　処女の貞操 　久布臼落実 　処女会について 　大
野緑一郎 　処女会の幹部養成 　山本瀧之助 　処女生活改善 　
嘉か
悦えつ
孝子 　衣食住の整理
及改善 　
甫いち
守もり
ふみ子 　食物と健康 　二木謙二 　性と結婚 　永井清 　婦人と衛生 　吉岡
弥生
─
である。
この処女会の指導的標語は、
男子ハ女子ヲ幸福ニシ
処女会中央部編
『これからの処女の為めに　全』。
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というものであった。処女会結成の主旨は“愛導”をもってその信条とし、母のような愛を吐露して、己れの娘を育て、その心身向上をはかる
ことにあった。
北沢新次郎の『社会思想と其人々』 （大正
11・６）は、代表的な反資本主義的思想をえらび、その先駆をなしたひとびとの思想を紹介説述した
ものである。本書の概略は
─
序文 　第一章 　サン・シモンの新社会観 　第二章 　ロバート・オウエンの生涯と其の思想 　第三章 　フウリエの理
想郷 　第四章 　プルウドンと無政府主義 　第五章 　ルイ・ブランの社会思想 　第六章 　カール・マルクスと科学的社会主義 　第七章 　チャーレス・キングスレーと基督教社会主義 　第八章 ソレルとサンヂカリズム 　第九章 　ハインドマンと英国社会党 　第十章 　レオン・ブルヂヨアと社会連帯説 　附録
─
である。
杉森孝次郎（一八八一～一九六八、大正・昭和期の社会学者、政治学者。早大教授。評論畑で活躍した）の『社会人の誕生』 （大正
11・６）は、
五五六頁もある大著である。が、 “章節” （大きな段落）はなく、一から六十まで各テーマについて述べられている。た えば
─
一 　社会の発見 　二 　個性主義の社会的徹底 　三 　個性と社会との関係の考察 　四 　社会理想の思索 　五 　社会進歩の原因としての組合と価値、
といった風に。
著者は「 」において、こんなことをのべている。
─
第一次世界大戦は、
徒と
為い
に戦かわれなかった。なぜかといえば、それは世
界をして“社会”を発見せしめたからである。あるいは発見する機運にむかわしめた。大戦前にも“社会”はあったけれども、人はそれに気づかなかった。
現存の諸国民は、いまの社会を、それの内実 うちまく、実情）関係にしたがって直視し、正観し、認識さえできれば、民族紛争、国民戦は
その瞬間に消失する、と。
国立国会図書館が所蔵する、平栗要三の『社会の話』 大正
11・６）は、表紙が欠けており、仮表紙をあけると、いきなり「序」が目のなかに
飛びこんでくる。
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著者によると、最近、社会が急に変わり、それに適応する必要から、社会についての著述がたくさん公にされているが、それはよろこばしい現
象だという。
内容の概略は
─
一 　序論 　二 　社会の意義 　三 　社会の性質 　四 　社会の分類 　五 　社会生活の変遷 　六 　国家の発達 　七 　社会の目的
─
である。
本書の序論は、当時もてはやされた“社会”という語をかぶせた言葉について、ＡとＢとの二人の問答ではじまっている。
Ａ 　近ごろは、社会ということばがやたらに
流は
行や
りだし、いや社会問題だの、社会改造だの、やれ社会運動だの、社会奉仕だのと、さまざまの社会理
論や社会事件がおこるようであるが、いったいこれはどうしたわけであろうか。
Ｂ 　それはいうまでもなく、近ごろになっていろいろと社会に病弊が発生し、かつそれを人々が気づくやうになったからに外ならないであらう。
佐野学の『日本社会史序論』 （大正
11・７）は、過去一ヵ年にわたって『解放』その他の雑誌に発表したものをまとめて一書としたものである。
佐野によると、統治者は政治をおこない、被統治者は労働をする。
政治は重要な社会現象であるが、被統治者 労働がないと、政治も社会生活も成立しない。
真の社会史を編むためには0
、統治される側のひとび
佐野学
佐野学著『日本社会史序論』。
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との歴史が明らかにならねばならぬという。
歴史のなかに埋没した民衆の歴史を掘りおこし0
、
現代への連鎖をたどること0
は、現代社会の性質を正
しく理解する所以であるという（ 「序」 ） 。
内容の概略は
─
第一編 　被支配者階級の諸研究 　第一章 　一揆の歴史 　第二章 　土民一揆の歴史 　第三章 　百姓一揆の歴史 　第四章 　百姓一
揆の鎮圧 　第五章 　古代日本に於ける労働の歴史 　第六章 　我国人身売買沿革史 　第七章 　特殊部落民解放論 　第八章 　日本農民史雑考
第二編 　支配者階級の諸研究 　第一章 　
我わが
国くに
治者階級の社会史的考察 　第二章 　
奢しゃ
侈し
の経済史観 　第三章 　家族問題としての華族制度 　第三編
　社会生活史の諸研究 　第一章 　上代日本人より現代日本人へ 　第二章 　我国社会階級史について 　第三章 　我国経済生活の諸特徴 　第四章 　我
国資本主義起源考 　第五章 　社会組織の変動と資本主義社会の成立 　第六章 　我国一夫多妻制度考
─
である。
これらの見出しの中から、 “一揆”を取りあげてみよう。こんにち一揆とは、民衆や信徒が徒党をくんで反乱をおこす意と解されている。それ
は民衆なり信徒の“直接行動”である。
佐野は日本歴史にあらわれた“一揆”を四つにわけている。その一は“侵略的一揆”である。主動者は武士であり、
同心を誓った0
武士の一団が、
侵略的目的または単純な戦闘目的のために、集団的行動をとることである。
その二は宗教的一揆である。それはある特定の信仰を主張したり、擁護したりするために立ちあが 行動である。その行動の主動者は民衆であ
るが、武士や僧侶団も加わる。そういった暴徒の集団をつねに支配しているのが、 “異常な宗教的狂熱”である。一向一揆やキリシタン一揆は、その例である。
その三は階級闘争的一揆である。 は下層のひとびとが
上層階級に反抗して0
くわだてる一揆である。典型的なものは、土一揆・百姓一揆・米
一揆・町人一揆
これらの一揆は、飢きんや米価の異常な騰貴のときにおこる行動である。その四は革命的一揆である。 れは特定の政治的理想のもとで企てられた、
反抗運動0
である。大塩平八郎や由井正雪の乱などがそれである。
要するに“
一揆0
”とは、
既成の権力に反抗する民衆の直接行動0
にほかならないのである。
この世の中は、むかしから支配す ものと支配されるもの、管理するもの 管理されるものから成 立ち、一定の秩序を確立している。が、佐
野によると、
治ち
者しゃ
と被治者との関係はこうである。
─
歴史的にみても、
支配関係0
が社会組織の
紐じゅうたい
帯
（ひも）になっている。支配する者と支配さ
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れる者は、永遠に
融和することはない0
し、相反する利害関係をもって対立している。日本史は、明らかに
支配関係0
によって貫かれている。治者と
被治者は、まったく異った理想や行動や生活方法に終止したことは、他国の歴史となんら変るところがない。
人類のながい社会史をながめると、ある一つの興味深い事実に気づくのである。それは何かというと、支配層は一定期間
威い
をふるったのち、
廃はい
頽たい
（すたれ）して、つぎの支配層にその地位をゆずることである。佐野はそれを“治者階級の更新”と名づけた。明治期から第二次大戦後まで、わ 国には“華族”といった特殊階級が存在し、かれらは日本政府によって扶養されていた。その数はおよそ九
百余人という。かれらは
無為徒食の徒0
であり、日本有数の性欲翁西園寺が“公爵”をふりかざしても、だれもとくべつの敬意を払わなかった（ 「特
殊部落としての華族群」 、二六七頁） 。
日本の華族は、社会上、政治上、道徳上、大き 勢力をもってはいるが、それは大いなる時代錯誤の組織であるという。日本社会がまだまった
く近代化していない証拠であるという。
尾原亮太郎訳『社会主義批判』 （大正
11・９）は、イギリス人ウィリアム・ハレル・マロック著『社会主義批判』 （
A
 C
ritical E
xam
ination of  
Socialism
,1908 ）を反訳したものである。原著者は思想問題、社会問題、経済問題等に関する著述をたくさん発表している。
本書は、一九○七年にアメリカに招かれ、社会主義について各地で講演したときの要旨をま めたものであり、全十六章から成っている。内容の概略は
─
第一章 　外見上科学的学理を
具そな
ふる社会主義の歴史的端緒 　第二章 　マルクス
及および
往時の社会主義者学説概要 　第三章 　マルク
ス学説の根本的誤謬、
其その
指導才幹を無視すること、才幹と労働の説明 　第四章 　マルクスの誤謬続論、才幹者の器具たる資本 　第五章 　近世社会
主義者のマルクスに対する否認 　近世社会主義者は指導才幹を承認す 　　以下、省略する
─
で
ある。
原著者はイギリス伝統の保守主義者であり、急進学説や社会主義には雷同することはなかった。
社会主義の是非について、公正に批判している。
社会主義は実現しない学理であり、カール・マルクスが、それを徒党または運動の学理上の中
心として組織したという。
上石保教の『現代思想革命』 （大正
11・９）は、一種の倫理書である。同書の構成は、通常の
上石保教著『現代思想革命』。
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書物の構成と異なっている。本書はグランド・オペラの構造にならい
─
序奏・合
唱・連唱・独唱・伴奏の六部に分けられている。
著者によると、戦前の社会と戦後の社会とでは、その相貌は異なるという。いまは
激烈なる社会革命に直面していると う 過激派は社会革命を、国家そのものの破壊とかんがえ、危険な思想家と化したという（六頁） 。
社会主義は、戦後においていっそう勢力をもつようになったが、その原因は伝統的
国家の堕落した社会を救うためであった。も もと
社ソシアリズム
会主義
といったことばは、イギ
リスにおいて、地主の専横から小作人 窮境を救済せんとして生ま た“社会運動”に萌芽しているという。
平林
初はつ
之の
輔すけ
（一八九二～一九三一、大正・昭和期の評論家、早稲田でまなぶ。 『文
芸前線』 『解放』の同人。パリで客死）の『近世社会思想』 （大正
11・９）は、近世に
おける社会主義の発生と使命について、初学者むきに著した書である。
内容の概略は
─
第一章 　資本主義社会の組織 　第二章 　資本主義経済学説 　第三
章 　空想的社会主義 　第四章 　無政府主義と社会民主々義 　第五章 　マルクスと科学
的社会主義 　第六章 　マルクス主義の
消しょう
長ちょう
（栄枯盛衰）
─
である。
平林は、資本主義社会をつぎのように要約している。
─
資本主義社会では、商品を生産して、それを市場において売りさばくことを特徴
ている。資本家は賃金を払って労働者を雇い入れ、商品を生産させるのである。が、消費者が商品を買わなくなると、生産過多に陥る。
こうなると資本家は、生産を制限せざるをえなくなる。あげくの果てに、操業の短縮や工場閉鎖、労働者の解雇などがおこるが、これを経済上
の恐慌といっている。
ではなぜ生産過多がおこるのか。そのわけは、資本主義的生産には、一定の統一や計画性がなく、企業家たちの“競争”にゆだねられているか
らである。いいかえると、産業が無秩序の状態にあるからである。
福田徳三著『ボルシェヴヰズム研究』。
〔専修大学附属図書館蔵〕
平林初之輔著『近世社会思潮』。
〔法政大学・大原社会問題研究所蔵〕
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産業の“無政府状態”は、市場における競争、世界市場のうばいあい、国際戦争を生むのである。産業は発達するにつれて、プロレタリアの数は、ますます増え、力をもつようになり、資本家と対決し、階級闘争をするまでになる。そうなる
と、資本主義社会はぐらつきはじめるのである。
福田徳三の『ボルシェヴヰズム研究』 （大正
11・９）は、ロシアの共産主義に関する論文を五つ収録したものである。著者によると、世界の最
新現象である“労農主義”を中心とし、理論的かつじっさい的に研究したものという。
経済生活について研究している者にとって、第一次世界大戦がもたらした産物に、二つの
紙製品0
があるという。そのうちの一つは“不換紙幣”
（政府または銀行が
兌だ
換かん
の義務を負わない紙幣）であり、もう一つはマルクス主義に関する文献の刊行である。マルクス主義においてもっとも重
要なものは、唯物史観と余剰価値論であり、マルクス文献の大部分を占めるものは、唯物史観に関するものという（ 「マルキシズムとしてのボルシエヴヰズム」 ） 。
内容の概略は
─
　一 　マルキシズムとしてのボルシエヴヰズム 　二 　レニンの国家理論 　三 　ボルシエヴヰズムの『資本主義への降伏』 　四
　労農露国の『開国』と『資本主義降伏令』 　五 　ボルシエヴヰズム研究文献小録 　附図
─
である。
稲田君山の『支那社会史研究』 （大正
11・９）は、学校の講壇で話したもの、または諸雑誌に発表した十数篇の論文をあつめて一書としたもの
である。収録されているものは、主として中国の社会文化に関する研究であるが、朝鮮文化に関するものも若干ふくまれている。
内容の概略は
─
一 　支那社会の本質及び作用 　二 　支那の両面観 　三 　支那の家族主義 　四 　支那社会の階級闘争 　五 　支那の文化問題 　六
　支那人の宗教排斥運動 　七 　経済史より見たる支那仏教徒の地位 　八 　
駔そう
儈かい
牙が
儈かい
（ブローカー）及び
牙が
行こう
（仲買人） 　九 　朝鮮の文化問題 　十
　満鮮不可分 史的考察 十一 　支那人の共管反対論 　附録 　史話四種
─
である。
政治が“腐敗”している国では、その社会もまた“腐敗”しているはずである。政治が健全であれば、社会もまた健全であるはずである。われ
われの近隣の大国
─
当時の中国のようすは、どうであったのであろうか。著者によると、支那（中国）の欧米文化の輸入は、日本よりも先進で
あった。日中両国は、欧米の先進文化をとり入れ、
自じ
彊きょう
の道（みずから努力する）を講じたが、陰陽両極の結果を生んだ。日本は外国文化を摂取
すればするほど、そ 効果が現われた。が、中国は全然反対 結果を生み、いたずらに失敗と
紊びん
乱らん
だけを招いた。
君主立憲をやれば、革命がおきた。共和政治をはじめると、内乱が多発した。内乱は内乱を生み、中央政府の威信は地におちた。本来、国家と
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社会は、同時に進歩発展してゆくものであるが、中国のばあい、国家は国家、社会は社会として、べつべつに変遷していった。
渡辺幾治郎訳『
現代欧州　政治及社会史』 （大正
11・
10）は、アメリカの史家ジ・サルウィン・シャ
ピロ著（
M
odern 　
and C
ontem
porary E
uropean H
istory,1918 ）を反訳したものという。全六四四頁、
二十七章から成る大著である。内容の概略は
─
第一章 　緒論 　第二章 　復旧運動とその反動 　
第三章 　産業革命 　第四章 　旧英国 　第五章 　近代英国の建設（一八一五～六七） 　第六章 　仏蘭西に於ける民主主義とその反動 　第七章 　中部
欧ヨー ロッパ
羅巴
　第八章 　第二仏蘭西帝国 　第九章 　独
逸の統一 　第十章 　
伊イタリア
太利
の統一と民主主義 　以下、省略する
─
である。
原著者の「序」によると、本書は十九世紀におけるヨーロッパ文明の進化を簡約に叙述したものであり、その大半は一八七○年以降の年代にお
いて費やされたという。また本書は、ヨーロッパの政治および社会の変遷、社会問題の発達、社会文化の発展を説いたものである。
田所照明編『革命ロシア研究十講』 （大正
11・
10）は、わが国の名のある主義者や思想家十名が各一章、テーマ別に執筆した記事からなる書で
ある。本書刊行の趣旨は、飢餓に瀕したロシアの二千五百万人の国民を救うためであり、たとえわずかといえども、その収益をロシアの兄弟へ送るためであった。
内容の概略は
─
第一講 　労農露西亜の政治組織（山川均） 　第二講 　労農露西亜の経済政策（猪俣津南雄） 　第三講 　革命ロシアの教育（新明
正道） 　第四講 　革命ロシア 文学（昇曙夢） 　第五講 　革命ロシアの婦人（山川菊栄） 　第六講 　露西亜革命運動史（荒畑寒村） 　第七講 　露西亜農民反乱史（佐野学） 　第八講 　露西亜労働運動（波多野鼎） 　第九講 　ボリシェヴィキ革命と巴里コンミュン（堺利彦） 　第十講 　ボリシェヴィキ党首としてのレーニン（布施勝治）
─
である。
ロシア革命により、ロシアの
無プロレタリアート
産階級
（労働者、貧農、下級サラリーマン）は、三百年間つづいたロマノフ王朝の圧制を廃して、ついに労働者
や農民からなる国家をうち立て 。新しい国家の建設にいたる道のりは、平坦ではなかったが、ロシア民衆は、三年のあいだ反革命軍を破り、ついに一九二○年十一月その宿望を達成した
しかし、翌一九二一年ロシアの耕地の三分の一は、
旱かん
ばつのために収穫のみちを閉ざされた。来る月も来る月も、一滴の雨もふらなかった。炎
田所照明編『革命ロシア研究十講』。
〔法政大学・大原社会問題研究所蔵〕
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暑と熱風とにより、畑のすべての作物、雑草までも枯れてしまった。二千五百万の農民は、飢餓にさらされた。
食べれるものは、何でも口に入れた。雑草のパンをくらい、粘土のもち、馬糞すら口にし、露命をつないだ。二千五百万人のうち一千万人は子
供であった。ある地方では 子供が飢えて死ぬのを見るに忍びず、じぶんの手でわが子をボルガ河に投じる者さえい
飢えたるロシアの民衆を救えというスローガンは、有産階級にた する無産階級の抗議であり、と同時にそれは良心、博愛主義の叫びでもあっ
た。
小寺謙吉訳『政治学史大綱』 （大正
11・
10）は、イギリスの法理学者フレデリック・ポロック卿の『政治学入門』 （
S
ir.F
rederick P
ollock ：
A
n 
Introductin to the H
istory of the Sciences of P
olitics,L
ondon,1920 ）を反訳したものである。
内容の概略は
─
第一章 　政治学の発端 　第二章 　中世と文芸復興 　第三章 　十八世紀
及および
社会契約説 　第四章 　主権及立法の近代諸学説
─
である。
政治学の理論的研究 、古代ギリシャのアテネにおいて発生したものであり、それを科学として樹立したのはアリストテレスであった。本書は、古代ギリシャ・ローマの時代から中世、ルネサンス期、十八世紀から二十世紀までの大思想家、さらにイギ の思想家の理論を批判、
分析したものである。
近藤
栄えい
蔵ぞう
（一八八三～一九六五、大正・昭和期の社会運動家）は、小学校を卒業後、薬屋に丁稚奉公し、明治三十五年（一九○二）渡米後、苦
学してカリフォルニア農学校を卒業した。文字どおり、苦学力行の典型的人物であった。のち帰国し 日本共産党の創立に参加したり、戦後は社
会福祉事業に従事した。
その近藤のエッセイをまとめて一書としたのが、 『自由か独裁か 　全』 （大正
11・
10）である。
内容の概略は
─
序 　一 　白黒
染そめ
分わ
けデモクラシー 　二 　巡査のストライキ 　三 　米国鋼鉄工
罷ひ
業ぎょう
の側面観 　四 　
迷まい
兒ご
となった『自由』 　五 　米国労資戦上の一
陷かん
穽せい　六 　仏陀の国が生地
獄 　七 　米国総選挙の秘密 　八 　一九二○年の西半球 　九 　各国言論取締法の比較 　十 　国際連盟規約の原稿料 　以下、省略する
─
である。
英語に
 J ジャップap  ということばがある。名詞と動詞の両方で用いられ、名詞だと“待伏せ”や“奇
近藤栄蔵著『自由か独裁か　全』。
〔法政大学・大原社会問題研究所蔵〕
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襲”の意であり、動詞だと“待伏する”とか“奇襲する”を意味する。そのほか軽べつ的に、 “日本人”を意味する語として一般に用いられている。
著者は、この“ジャップ”を四つに分類している。
第一類
⋯
⋯
小作農、農園労働者、鉄道工夫、鉱山夫、漁夫、
料コック
理人
、給仕、家内労働者。
第二類
⋯
⋯
日本商人、店員。
第三類
⋯
⋯
在米 人学生 日本人観光客、邦字新聞の記者 日本人会の役員。
第四類
⋯
⋯
外交官およびその使用人
このうち“ジャップ”の最大多数を占めているのが、第一類に属する日本人であ という。かれらは広島・熊本・紀州からの移民であり、カリ
フォルニア、ワシントン、オレゴン州など、北米西部に散在あるいは集団でくらしているが、排日の目標になっている。
その理由は何んであろうか。これらの職業に従事している日本人は、安い給金で、まじめに働くために重宝がられ、白人労働者の縄張りにまで
侵害するようになったからである。またかれらはアメリカ文明 同化す 能力も意志をももたぬからである。
第二類のジャップ 、とくに排日の対象になっていないという。そればかりか、ある地方におい 歓迎さえされている。かれらは輸出業者、汽
船会社、銀行、商店などに勤務する日本人である。
第三類のジャップのうち、留学生は概して成績もよく、内気であることと、英語がへたなために、余計な口をきかない だか 受けがよい。日
本人観光客は、ホテルや汽車のボーイにチップをはずむので、これまた受けがよい。また新聞記者や日本人会の役員は、英語がへただし、書けないから、白人のあいだで何んら問題となっていない。
第四類の外交官は、いわば特権階級である。かれらはふつうのアメリカ人や在米邦人とは、ほとんどつき合いがない。かれらがどのような暮ら
しをして るのか、そ 実体はよくわかってい い。かれ はとくに問題をおこすことはない。
田中貢の『社会政策』 （大正
11・
10）は、著者が欧米を旅行ちゅう、夜に執筆したものである。筆をロンドンにおこし、東京に擱筆したという。
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内容の概略は
─
第一章 　社会問題 　第二章 　無産階級 　第三章 　社会問題解決に関する根本思想 　第四章 　社会政策の概念 　第五章 　社会政
策の種類 　第六章 　社会政策実行方法 　第七章 　社会政策の限界 　第八章 　社会政策の機関
─
である。
このうちから、 「社会問題」についての著者の考えを聞いてみよう。その前に“社会問題”とは、何んのことか。著者によると、それは社会の
組織および社会の活動の根本に、重大なる影響をあたえる
人類の生活問題0
を、社会問題という。
いま最も顕著な社会問題は、 “労働問題”だという。これを矯正できるかどうか 問題が、もっとも重大な社会問題である。社会問題は、またの名を“生活問題”というが、それが社会 組織、あるいは社会活動 根本におよぶため、国家が何らかの方策をとり、又は
国民が国家をうごかして、これにたいする政策を講ぜしめんとするとき、 問題が発生する。
今井政吉の『社会講座 　
露ロシア
西亜
の社会』 （大正
11・
10）は、表題どおりの内容である。ロシア社会はどのような構造になっているのか。なぜロ
シアに革命がおこったのか。革命がおこる前の社会の動揺はどうであったのか。
著者は、科学者が実験室にでも入るつもりで、ロシアの社会を取りあつかってみたかった、と語っている（ 「自序」 ） 。内容の概略は
─
第一章 　緒論 　第二章 　露西亜社会の由来 　第三章 　露西亜社会の
痼こ
疾しつ
（持病
─
引用者） 　第四章 　露西亜社会の自覚 　第
五章 　革命と露西亜社会 　第六章 　政治的革命の時代 　第七章 　社会的革命の時代 　第八章 　露西亜社会の動揺 　第九章 　露西亜社会の将来 　第十章 　結論
─
である。
著者は三年有余のあいだロシアに滞在し、平時のロシア、大戦中のロシア、革命時のロシアを目撃している。ロシアは革命により、旧 の組
織をほとんど解体してしまい、いまは国をあげて大試練の最中とのことである。ロシア革命がおこったのは、社会の各方面の根底に潜む欠陥に由来するという（二五一頁） 。
杉山栄の『社会苦の研究』 （大正
11・
10）は、数年来、書きためたものの中から諸篇
を抜いて、この書物を編んだという。
内容の概略は
─
第一編 　社会苦の考察 　第二編 　貧窮に関する思想の推移 　第三編
　現代の性的生活 　第四編 　都市の社会苦 　第五編 　人は
幾いく
何ばく
の土地を要するか 　第六
編 　男女の争闘
─
である。
今井政吉著『露西亜の社会』。
〔早稲田大学中央図書館蔵〕
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著者によると、人間は「生れて、たのしんで、死ぬ」生活を送らねばならない、という。
もし不幸にして、過去およびいまの生活が、 「生れて、苦しんで、死ぬ」生活であるならば、今後の人間の生活は 「生れて、たのしんで、死」んだ、ある時代の人間の生活に復帰せねばならぬ、という。そして現代の義務は、それを修正することである。
藤田浪人・水谷憲風編『社会問題大観』 （大正
11・
11）は、社会問題全般についての辞書
的な書物である。内容の概略は
─
第一編 　社会主義運動 　第二編 　普通選挙運動 　第三編
　農村問題 　第四編 　婦人問題及婦人運動 　第五編 　労働運動の歴史 　第六編 　特殊民解放
問題 　第七編 　社会政策問題 　第八編 　物価問題 　第九編 　失業問題 　第十編 　人口問題 　第十一編 　国際労働問題 　第十二編 　労働立法 　附録
　参考書一覧
─
である。
吉田只次の『貧乏人根絶論』 （大正
11・
11）は、多年の読書と思索との産物である。著者は友人と「
赤せき
旒りゅう
会」 （旒は“吹き流し”の意）を組織
し、月刊『横浜労働新聞』を発行したが、横浜根岸の監獄に半年間投ぜられた。
著者は「自序」において、まず“社会主義”についてふれているが、同人によると、社会主義とは“万人に生活の保障をあたえる”にあり、ま
た“世の中から貧乏人をなくす”ことに外ならなかった。
内容の概略は
─
第一編 　人心
荒こう
廃はい
の根本救済原理 　第二編 　貧乏原因論 　第三編 　貧乏人根絶論 　第四編 　問答 　附録
─
である。
貧乏の原因にはいろいろあるが、社会の大患である貧困は、この世の中からなかなか無くならない。著者が説く“貧乏人根絶法”とは、いかな
るものか。まず第一に取るべき手段は、私有財産制 一部廃止することだという。いわば共有性をおこなうことである。具体的には、世の中のすべての事業
─
教育、郵便、鉄道、病院、ガス、電気など
│
を国家社会の手で経営することである。
この考えは、たぶんに共産主義の立場にちかい。永井享 『労働問題と労働運動』 （大正
11・
12）は、概して労働問題を産業上の観点から見、また各国の労働運動を批判的に考察したものとい
う（ 「緒言」 ） 。
内容の概略は
─
第一編 　労働問題 　第一章 　労働問題の本質 　第二章 　労働問題と労働能率 　第三章 　失業問題と職業保障 　第四章 　労働問
吉田只次著『貧乏人根絶論』。
〔法政大学・大原社会問題研究所蔵〕
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題と産業管理 　第二編 　労働運動 　第五章 　労働運動の特色 　第六章 　労働運動の機能 　第七章 　労働組合の発達 　第八章 　国際的労働運動 　第九章 　労働運動の新傾向
附論第一 　最近欧米の労働界一班 　同第二 　第三回国際労働会議批判 　同第三 　英国資本家の労働対策
─
である。
著者による“労働問題”観は、およそつぎのようなものである。なぜ近代の社会において、労働問題がもっとも重要な問題とみなされているのか。国家社会の根柢をなすものは、大勢の労働者を物質的に、ま
た精神的にしあわせにし、その生活を安定させることにある。労働者の生活を改善し、その地位を向上させることが、 “労働問題” 根本であるという。
産業が発達したり、国富が増進するには、民衆とくに大勢の労働者の幸福や利益を考える必要がある。 “労働問題” 中心は、労働者の生活な
らびに職業の安定とその向上にある。
産業の目的は、究極のところ、社会の利益ならびに公 の幸福について考えることである。“労働運動”は、産業革命にともない、工場が勃興したことによって発生したものである。ふつう労働問題といっているものは、 “労働組合運
動”のことである、という。
河田
嗣し
郎ろう
の『農業社会主義と組合社会主義』 （大正
12・２）は、農業社会主義（土地所有制の革新）と
組ギィルド
合
・ソシアリズム社会主義
とについて、著者がときど
き発表した論文をまとめて一書としたものである（ 「序」 ） 。
本書は「上編」と「下編」の二部から構成されている。内容の概略は
─
上編 　農業社会主義論 　第一章 　農業社会主義の意義と地位と分派 　第二章 　社会主義的土地制度改良論者 　第三章 　農業社
会主義的土地制度改良論者 　第四章 　地代課税主義土地制度改良論者 　附録 農露国 農業
下編 　組合社会主義論 　第一章 　ベンチー 組合社会主義論 　第二章 　カーペンターの社会改革意見 　第三章 　コールの大労働組合論 　第四章
　ウ
ヰ
リアム・モリスの文明観と芸術観と労働観 　附録 　組合社会主義と農業
─
である。
河田によると、社会主義のなかには幾多の流派があるという。農業社会主義は、そのうちの一つの分派とみるよりも、
集コレクチヴィズム
産主義
のなかに入れる
か、それともそれを社会改良論のなかに入れるのが正当とされうるかもしれぬという。
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農業社会主義というのは、いうまでもなく外国から入ってきた思想上の見地（立場）である。
河田はカー・ディール（
K
.D
iehl ：
U
eber Socialism
us, K
om
m
unism
us und A
narchism
us, 190 ）
を援用して、農業社会主義をつぎのように説明している。
──生産の要素のなかで、いちばんの要素は土地である。が、その土地の私有制度をすべて
廃止するか、あるいはいまのその所有権を大いに制限し、それを社会の公有に移してしまう。そうでなければ 土地の使用から生じる利益の 部分
─
とくに土地本来の性能より生じる利
益─
を、社会の共用に帰属せしめる考え方である（四頁） 。
従来社会主義運動といえば、どこの国においても、都会の工業労働者を中心にしておこなわ
れるのがふつうであり、田舎において いうに足るほどの運動を見ることはなかった。しかしながら、ロシアに革命がおこって以来、バルカン諸国やドイツ、オーストリアなどにおいても
著いちじる
しく“農業社会主義”が台頭し、イギリスその他の国々においても、漸次多少その傾向を
みるに至ったという。
日本の農業労働運動のばあいはどうかといえば、最近す しずつ
赤色を帯びて0
きたことを認
めねばならぬという（二五五頁） 。
三輪
壽じゅ
壮そう
訳『社会民主党綱領
─
エルフルト綱領
─
』 （大正
12・２）は、ドイツの有名な政治家・社会主義者カルル・ヨハン・カウツキー
 
K
arl Johann K
autsky （一八五四～一九三八、エンゲルスの秘書、ドイツ社会民主党の機関誌『ノイエ・ツァイト』を創刊）が起草した「エルフ
ルト綱領」 （一八九一年）を反訳したものである。
エルフルト綱領とは、ドイツ社会民主党が、エルフルト大会（一八九一年十月十四日～二十日のあいだに開催）において発表した党の方針をし
めしたものであり、社会主義についての貴重な文献 ひとつになっている。内容の概略は
─
訳者序 　序 　第一章 　小経営の崩壊 　第二章 　プロ
レタリアート 　第三章 　資本家階級 　第四章 　未来国家 　第五章 　階級闘争
─
である。
この綱領（方針）の第五項は、生産手段（土地、鉱山、原料、機械その他）の“私有”に関するものであるが、生産手段のすべてを社会の所有
元田作之進著『社会病理の研究』。
〔法政大学・大原社会問題研究所蔵〕
カウツキー著『社会民主党綱領』。
〔早稲田大学中央図書館蔵〕
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とし、社会による社会のための生産をおこなうことによって、
─
すなわち社会革命により
─
労働者階級は貧困と圧迫から解放され、幸福にな
れる いう（第四章 　第一節 　「社会改良と社会革命」 ） 。
元田作之進の『社会病理の研究』 （大正
12・２）は、社会学上の研究である。著者は医学専門家から提供をうけた材料にもとずいて、社会を病
理学的に観察したものである。
著者が本書を著した主意は、 “日本の社会病”と考えられるものを例挙して、国民の自覚を喚起し、社会事業の参考に供するためであった。こ
の種の研究がすくないこ にかんがみ、できるだけ確実な材料をあつめ執筆したという（ 「序」 ） 。
内容の概略は
─
第一章 　日本と日本人 　第二章 　人口と食糧 　第三章 　
壽じゅ
命みょう
と体格 　第四章 　離婚 　第五章 　犯罪 　第六章 　不良少年 　第七
章 　自殺 　第八章 　精神病 　第九章 　
白はく
癡ち　第十章 　
癩らい
病びょう　第十一章 　肺病 　第十二章 　
脚かっけ
気　第十三章 　酒毒 　第十四章 　醜業 　第十五章 　盲
者 　第十六章
聾ろう
唖あ
者しゃ　第十七章 　貧窮病 　第十八章 　子供の運命 　第十九章 災害 　第二十章 　伝染病 　第二十一章 　心理学 　第二十二章 　煩
悶病 　第二 三 結論
─
である。
大正九年（一九二○）の国勢調査によると、日本 総人口は、五五九六万一一四○人である。このうち男子は、約二八八四万人 女子は約二七
九一万人であった。大正七年（一九一八）に死亡したものは約一五○万人であり、病死したものの ち、肺結核によるものが最多数で、約十万人、流行性感冒で亡くなるものは約七万人であった。
当時の日本では、毎年約一八○万以上 ひとが生まれ、約一三○万のひとが死亡したから、差引五○万以上のひとが増殖した勘定になる。国勢院が大正八年（一九一九）に発表した人口動態統計によると、こ 年の離婚総数は、五万七一二九件であり、当時日本は“一等離婚国”で
あったという。
離婚の理由は何であったのか。民法の定めるところによると、夫婦は協議をもって離婚できる。あるいは夫婦の一方がとくべつ 場合にかぎって裁判所に離婚の訴えをだすこ
とができる。日本はもともとが男尊女卑の国であったから、裁判上 法律にも、男尊女卑 遺風 のこっていた。民法の規定によると、夫婦の協議によって離婚が成立するのであるが、じっさいは
強制的協議0
であった。
短的にいえば、夫が女房を追い出すのである。いわゆる“追出し離婚” あ 戦前、夫から一方的に“
三みくだりはん
行半
” （離縁状）をつきつけられた
（22）11
り、口頭で離婚を宣せられ、嫁ぎ先から
追い出され0
、泣いた女性は多い。
追い出されるときの理由は、気に合わぬとか、家風に
叶かな
わぬとか、じぶんは気に入っているが、父母の気に入らぬとか、女ができたとか、いろ
いろ
難なん
癖くせ
をつけた。女房を
玩がん
具ぐ
か家具のように考え、畳でも取りかえるように妻を取りかえたのである。
なぜに離婚が多いのか。元来結婚 は二種類あるという。一つは“便宜主義の結婚” （見合い結婚） 、もう一つは“愛情主義の結婚” （恋愛結婚）である。前者のばあい、
仲なこうど
人
がいて、双方の家のなかだちをするのである。その者は
─
双方の家柄、身分（士族か平民か） 、財産、趣味、技倆、性格などを調べ、縁談
をまとめようとする。家と家とが結びつくばあいや、当事者の意志を無視した政略結婚もあつた。
後者のばあいは、個人と個人との愛情にも づく婚姻であり、 “自由恋愛”によって成立する。が、何らかの作用によって、双方の 情に裂け
目が生じたり、その愛がさめたりする 不縁となることもある。著者によると、結婚とは人生における神聖なる出来ごとなのである。それは天の配剤でもある。神が れをひとに配したのだから、ひとはこれを離してはならぬ いった、強い宗教的信念がないと、結婚生活はうまくゆかないのである。
西
雅まさ
雄お
（一八九六～一九四四）は、大正・昭和期の社会運動家である。高梁中学校を卒業後、秀英社の文選工となり、第一次共産党弾圧事件で
検挙された。のち満鉄調査部に入ったが、昭和十九年［一九四四］憲兵隊に捕えられ獄死した。同人が訳 『マルクスの生涯と学説』 （大正
12・３）は、ドイツの社会運動史家マックス・ベーア
 M
ax B
eer （一八六四～一九四○？、のちソ連に帰化）が著した
  “K
arl M
arx, sein L
eben und 
エン・ベーア著『マルクスの生涯
と学説』。
〔法政大学・大原社会問題研究所蔵〕
山川均の肖像スケッチ。（大杉栄望月桂著
『漫文漫画』アルス、大正 11・1
刊）より。
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seine L
ehre,1921
”  を反訳したものである。
内容の概略は
─
序論 　第一篇 　マルクスの修業時代 　第二篇 　マルクス主義の形成 　第三篇 　運動と波瀾の時代 　第四篇 　マルクス社会学 　
第五篇 　マルクス経済学 　結論 　附録
─
である。
訳者によると、雑誌『社会主義研究』の編輯事務を手伝う片手間に、同志にして先輩の山川均の指導と激励のもとに、原書を訳了したという。
マルクスの人と学説を解説した著述は少くないが、もっとも簡にして要をえたものは、このベーアの小著であるという。
すこしも
晦かい
渋じゅう
なところのない文章。しかも力のある文章。それがベーアの文体であった。マルクス説の全体とその輪廓をしめした点で、同書は
出色である、と山川均は推奨してやまない（三頁） 。
丸山岩吉の『社会連帯主義』 （大正
12・３）は、フランスの政治家レオン・ヴィクトール・オーギュスト・ブルジョア（
L
éon V
ictor A
uguste 
B
ourgeois 1851 ～
1925,  下院議員、閣僚、首相などを歴任、国際連盟の成立に尽した）が提唱した“社会連帯主義”についての研究である。
内容の概略は
─
第一章 　序論 　近代社会意識と
社ソリダズム
会連帯主義
　第二章 　ソリダリテの語義 　第三章 　ソリダリズムの意義 　第四章 　ソリダリ
ズムと自由主義及び社会主義 　第五章 　結論 附録 　研究資料に
就つ
いて
─
である。
著者がいう“社会連帯主義”とは、フランス語の
 S ソリダリスムolidarism
e  を訳したものである。この語の根底をなすものは
 s ソリダリテolidarité （連帯性、連帯意識の
意）の観念であった。社会連帯主義は、社会改良主義のひとつである。
著者によると、 “社会”とは個人の関係的集合である。各人はこの社会において、お互い協調し、善をすすめ、悪を
斥しりぞ
けることに努めねばなら
ぬ、という。この相互協調の関係こそ、社会連帯の関係でもある。
社会主義は、いずれも個人的および階級的利己主義の
弊へい
に陥っており、社会連帯関係を無視し
ている。十九世紀の末から二十世紀にかけて“社会的自覚”がおこった。ひとびとは、生活の不安と動揺とを直視するようになった。従来、ひとびとは社会そのものを見ることを忘れていた。ここに社会発見ののろしが
揚あが
った。
けい眼な社会思想家によって発見された社会とは、連帯関係の社会である。二十世紀の社会生
活は、連帯関係を基礎とせねばならなくなった。
丸山岩吉著『社会連帯主義』。
〔法政大学・大原社会問題研究所蔵〕
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内容の概略は
─
第一 　カント学派の社会哲学 　第二 　社会哲学に関する私見 　第三 　社会哲学と経済哲学 　第四 　社会哲学と歴史哲学 　第五
　社会哲学と宗教哲学 　第六 　社会哲学より見たる社会の根本組織 　第七 　経済組織の理想を論ず
─
である。
東京区裁判所検事・鈴木賀一の『不良少年の研究』 （大正
12・４）は、数年間執務のかたわら、寸隙をさいて蒐集した材料にもとずいて執筆し
たものという（ 「凡例」 ） 。
内容の概略は
─
緒言 　慈愛と家庭 　前編 　第一章 　不良少年に対する思潮 　第二章 　不良少年の実情 　第三章 　不良少年発生の原因 　第四章
　不良少年の根治策 　後編 　第五章 　子爵の若殿 　第六章 　
猫ねこ
取とり
伊三公 　第七章 　無謀の家出 　第八章 　ドクトルの息子 　
第九章 　
鶏けい
鳴めい
狗く
盗とう
（つまらないことしかできない下賤な者
─
引用者） 　第十章 　活動写真から強盗へ 　第十一章 　目先の愛が一生の過ち 　第
十二章 　芸者の後妻 　第十三章 　酒豪と狂者との結婚 　第十四章 　電話を貸した
報むく
ひ 　第十五章 　活動写真の
祟たた
り 　第十六章 　職業婦人 　第十七
章 　孤児の運命 　結語 　第十八章 　秋は
欅けやき
の
梢こずえ
より
─
である。
著者によると、近年都市生活 一現象として不良少年の
群むれ
が頻出し、教師の手に負えなくなってきており、
寒かん
心しん
にたえないという。欧米では、
少年の不良化を社会事業の一部門とし、さまざまの方法を講じ、かつ施設を設けている。
日本でも感化院、少年審判所、矯正院などを設けて、その実施をみようとしている。いちばん重要な点
─
不良少年が発生する原因であるが、家庭の
欠けっ
陥かん
（不備）にあるという。発生原因には二つあり、一つは先天的なもの
─
遺伝がおもなもの。もう一つは、後天的なもの
─
父母の欠陥、庶子、私生子、無教育、父母ならびに保護者の不行跡、保護者による虐待、貧困、
東北帝国大学教授・鈴木宗忠の『社会哲学の諸問題』 （大正
12・３）は、社会哲学に関
する思索の若干を、ざっと順序をつけて一つにまとめたものという。
社会哲学はドイツにおこったものであり、日本においては、これを紹介し、批評する程
度にとどまっており、さらに一歩進んでその研究を進める段階に達してないという。それを研究するには社会学と社会科学、哲学にも通じていなければならぬからである。
ドイツの社会哲学といえば、マルブルヒ学派の社会哲学が思い出されるのであるが、同
学派の中心問題は、倫理哲学を基礎にして 社会組織の法則性を研究することである。
鈴木賀一著『不良少年の研究』。
〔法政大学・大原社会問題研究所蔵〕
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住所・職業・交友の不良、活動写真（映画） 、買食、精神の異常、肉体の疾病である。
先天的な遺伝や、大酒飲みの子孫に、不良性の者がもっとも多いということである。ついで犯罪者の子孫、結核患者の子孫に、不良少年が多い
という（八頁） 。
犯罪人である父兄といっしょに暮らしていると、日常その悪性なる父兄の行動をみているので、これを見倣うようになり、誤った方向にすすむ
のである。
岩城忠一訳『
ゴドヰン
　　　　
財産論』 （大正
12・５）は、イギリスの政治思想家・小説家ウィリアム・ゴドウィン（一七五六～一八三六）の『政治上の
正義』 （
A
n E
nquiry concerning P
olitical Justice, and its Influence on G
eneral V
irtue and H
appiness,179 ）に収められている最終篇（第八篇）の「財
産論」を反訳したものである。
ゴドウィンはまた、無政府主義をはじめて理論づけた思想家であり、クロポトキンとの間に多く 類似点がみられ という（ 「訳者序」 ） 。内容の概略は
─
第一章 　真の財産制度序説 　第二章 　真の財産制度より生ずる利益 　第三章 　
奢しゃ
侈し
の感嘆すべき効果よりしてこの制度に対す
る反対論に就いて 　第四章 　懶惰の誘惑よりしてこの制度に対する反対論に就いて 　第五章 　それを永久的に遂行することの不可能よりしてこの制度に対する反対論について 　以下、省略する
─
である。
桑田熊蔵（一八八二～一九八一、明治から昭和期にかけての経済学、社会政策学者。社会主義に反対して社会改良主義を唱えた）は、大正十年
（一九二一）二月にヨーロッパにおもむき、滞留一年有余、各国を周遊し、社会運動の著述、公私の報告書などを蒐集して、帰国後に著したのが
『欧州戦後の社会運動』 （大正
12・６）である。
桑田は、まずイギリス、ドイツ、フランスにおいて、ロシアについての関連文献を
あつめ、ロシアをまず研究することにした。けれどロシアは、国情が海外に洩れることを恐れるあまり、事実の真相にふれないものも少なからずあった、という。
内容の概略は
─
第一篇 　露西亜に於る社会運動 　第一章 　帝政の
覆ふく
滅めつ
（滅七）と
政局の推移 　第二章 　ソウイエト政治の建設 　第三章 　工業の経営 　第四章 　労力の管理 　第五章 　農業の施設 　第六章 　物品 配給 七 金融機関と財政の改革
桑田熊蔵著『欧州戦後の社会運動』。
〔早稲田大学中央図書館蔵〕
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第二篇 　獨逸に於る社会運動 　第一章 　欧州大戦と獨逸革命 　第二章 　共和政治の建設 　第三章 　憲法の制定と政局の推移第三篇 　英仏伊洪 英国に於る労働運動の新傾向 第二章 　仏国に於る社会党と労働組合 　第三章 　伊太利に於る社会
運動の危機 　第四章 　洪牙利に於るソウイエト政治
―
である。
十九世紀のはじめより、ヨーロッパの各国は、順次立憲政治をおこない、自由平等は政治上の理想となったのである。が、ロシアだけは専制政
治をおこない、その基礎は牢固としていた。ロシアの民衆は、専制君主から手かせ、足かせをかけられ呻吟していた。
革命的騒乱が勃発するようになると、議会がひらかれ 立憲政治の端緒をひら たが、議会 解散をくり返し、政治運動はたびたび圧迫をう
た。
十九世紀の後半より、ロシア経済の基礎は農業より工業に移行するようになると、労働問題 発生し、ついで社会主義運動が労働者のあいだで
大きな力をもつようになった。政府はこの種の運動を抑圧し、さらに労働者を圧迫した。労働者は、資本家の政府があることを知ってはいたが、じぶんたちの政府があることを知らなかった である（四頁） 。
高田保馬の『階級考』 （大正
12・
5）は、積年の研究の集大成である。 “階級”の考察には二つの系統があるという。一つは、階級を争闘の単位
として見るもの、他は社会の組織における区分として見るものである。前者は社会主義的な見方であり、後者は社会科学的もしくは社会学的の見方であるという。
内容の概略は
―
第一部 　現代の階級 　一 　国内階級と国際の階級 　二 　社会問題の中核 　三 　社会連帯に就いて 　第二部 　階級の考察 　四 　
職業の尊卑を論ず 　五 　階級の本質 　六 　階級の客観的基礎 　七 　階級の
周しゅう
流りゅう
（広く行きわたる） 　八 　階級基礎の変異 　九 　社会的水準化の傾
向 　十 　階級の固定を論ず
―
である。
佐野学の『闘争によりて解放へ
―
新興社会群と新社会秩序』 （大正
12・
）は、現代日本の社会的事件についての感想と批評とを記したもの
であり、両三年のあいだに書いた記事をあつめたものという（ 「覚え書き」 ） 。
内容の概略は
―
第一章 　社会学上の二、三の問題 　第二章 　社会革命と農民運動 　第三章 無産階級の知的勝利と知識階級 　第四章 　水平運
動 　第五章 　現代の民族運動 　第六章 　婦人と資本主義 　第七章 　社会現象の社会主義的批評 　第八章 　雑章 　第九章 　断片 　附録 　英国炭坑々夫論
―
である。
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佐野は第一章において、社会と個人について論じている。 “社会”というものは、個人の集積である、という。個人があって、社会があるので
ある。そして“個人”は、社会の進化とともに現れたものである。佐野によると、個人は歴史的発達物なのである。
また第二章では、農民運動論を展開している。 、佐野によると、近年農民階級の運動
―
ことに小作人階級による運動がひじょうな勢をもって
勃興してきたという。
従来、日本の農村は保守的要素、保守的精神がつよかったが、いまやそれもくずれつつあるという。農民運動が近年はげしくなってきた原因は、
農村階級の経済的地位が悪化したことによる。そしてその農村運動は、おもに小作人組合のかたちをとっている。
小作人組合の運動は、一方において土地をもたぬ農民の運動であり 他方 おいては経済的運動でもある。将来、こ 運動は都市の労働者階級
と共同戦線をはらねばならぬ性質を帯び いるという
松本寛の『
行脚調査　小作問題の真相』 （大正
12・
7）は、全国の小作争議の跡をたずね、親しく小作問題の真相をたしかめようとしたものである。
ところで
小こ
作さく
人にん
とは何か。小作人とは、地主から土地を借り、借地料を払って耕作しているひとびとの意である。
内容の概略は
―
一 　小作争議の発端 　二 　模範村長の告白 　三 　小作人の訴へ 　四 　吾国に於ける小農階級の不安 　五 　天地の配剤 　六 　地
主の言葉 　七 　農村教を説く 　八 　Ｋ君との対話 　九 　小作争議 地主の態度 　十 　岐阜縣に於ける小作地返還状況
調しらべ　以下、省略
―
である。
小作争議は、社会の重大事項とかんがえられ、政治家・学者・思想家・地主・小作農たちもいろいろ論じてきた。著者が本書を著した 小
作人の代弁者として、地主の猛省をうながすためであった。小作争議は、全国の農村において発生し、大正十一年（一九二二） 上半期だけでも
六百件ほどおこった。
著者が農村に足をふみ入れて聞いた叫びとは、 「
百姓では飯がくえない0
」ということばで
あった。百姓は、以前にくらべ一段と生活状態が
逼ひっ
迫ぱく
していた。負担の過重と過大な生活費
のため、ますます暮らしが悪化の傾向をおびるようになっていた。
中沢弁次郎の『小作制度論』 （大正
12・
7）は、時を
措お
いて別箇に書いた論文を一冊にま
とめたも という（ 「例言」 ） 。
本書は四四二頁もある大 である。内容の概略は
―
第一編 　小作制度史論 　第一章 　小
松本寛著『行脚調査小作問題の真相』。
〔法政大学・大原社会問題研究所蔵〕
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作制度改正の
要かなめ　第二章 　小作制度変遷概論 　第三章 　小作制度考察 　第四章 　古代の農業及び農政 　第五章 　
濫らん
觴しょう
期の小作 　第六章 　発育期
の小 　第七章 　完成期の小作
第二編 　第一章 　小作制度概論 　第二章 　小作の種類 　第三章 　契約の実際 　第四章 　小作料
及および
其そ
の決済 　第五章 　小作地に関する制限 　第
六章 　小作地の売却 　第七章 　小作敷金及小作料前納制 　第八章 　地主の小作人保護
第三編 　新小作制度論 　第一章 　新制度概論 　第二章 　小作法案論 　第三章 　地主の受くる影響 　第四章 　小作人に及す影響 　第五章 　法案全
論 　第六章 　争議調停法論 　第七章 　小作料物納制改正論 　附録（其の一） （其 二）
―
である。
著者によると、現行の小作制度は、封建時代の“遺制”であるという。それはほとんど改まることなく継承している制度であり、 “不当”と
“不合理”の要素から成っているという。
農村における地主対小作人問題は、社会問題であると同時に経済問題である。それはじつに複雑であるため、解決はなかなか容易ではない、と
いう。
安倍浩訳『近世社会主義』 （大正
12・
8）は、ツガン・バラノウスキー（
M
ichael T
ugan-B
aranow
sky ）の
 
“D
er m
oderne Sozialism
us in seiner 
geschichtlichen E
ntw
icklung,D
resden, 1908
”  を反訳したものである。
本書は、社会主義と共産主義および無政府主義と 異同について叙述し、フランスの空想的社会主義者フーリエやサン・シモンなどについて、
大杉栄の肖像スケッチ
大杉が逮捕されたときの写真。
（大杉栄著『悪戯』アルス、大正 ・1 刊）
より。
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かなりくわしく説いている。内容の概略は
―
第一部 　近世社会主義 　緒論 　社会主義の本質
並ならび
に諸目的 　第一篇 　資本主義的経済序部の批判 　
第二篇 　社会主義的社会秩序 　第三篇 　社会主義的社会秩序の実現 　第二部 　価値及び余剰価値
―
である。
『
乞こ
食じき
の名誉』 （大正
12・
9）は、大杉栄と伊藤野枝の共著になる小説である。大杉は「死灰の中から」を一篇、伊藤は「転機」と「乞食の名
誉」二篇を同書に収めている。この本は両人の遺著となったものであり、大正十 年（一九二三）九月
―
殺害された年
―
に初版が刊行され、
同年十二月までに九版重ねた。
波多野鼎の『近世社会思想史』 （大正
12・
9）は、丹波公民大学での講義用に準備したノートをもとに一書としたものである。著者の本書にお
ける目的は、社会主義・共産主義・無政府主義などの思想的発展のあとをたずね、それらの思想の根本観念をあきらかにすることであった。またそれらを批評することは、著者のなしえない所であるとし、努めて避けた いっている。
内容の概略は
―
第一章 　緒論 　第二章 　空想的社会主義 　第三章 　科学的社会主義 　第五章 　共産主義 　第六章 　無政府主義 　附録
―
―
であ
る。
波多野によると、日本では“社会主義”ということばが使われる所は、だいたいきまっていたという。この語は研究雑誌、学者の著書、大学の
講堂といったところで使われた。一方、政府当局者は、 “社会主義的思想”や“社会運動”をひじょうにきらい、それを抑圧するために、 “社会主義は悪いものだ” きめつけ、国民の頭のなかに危険思想と て染み込ませた。
社会主義は、共産主義とすこし異なるのである。社会主義は、生産財を社会または国家の所有とするが、消費財は個人の所有である。また共産
主義では、 「働かざるものは食うべからず」というが、これは社会 の原則でもある
またふつう空想的社会主義の代表者と て、フランスのサン・シモン フーリエ、イギリスのロバート・オーエンの名をあげる とが き
が、いったい“空想的社会主義”とは何のこと 。著者によると そ マルクス以前の社会主義思想のすべて
―
マルクス以後の社会主義思想
のなかで、唯物史観をとらないものはすべて、 の語で呼ばれている という（一五頁） 。
永井亨の『社会政策綱領』 （大正
12・
11）は、社会政策の要綱（根本をなすもの）を収めたものである。社会政策は、いうなれば社会改良主義
にほかなら い。
内容の概略は
―
第一編 　総論 　第一章 　社会思想の変遷及系統 　第二章 　経済及政治組織の形態 第三章 　社会政策の主義及観念 　第二編 　
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各論 　第四章 　労働問題と社会問題 　第五章 　産業問題と失業問題 　第六章 　労働立法と社会行政 　第七章 　労働運動と産業争議 　第八章 　社会運動と労働者政治運動 　第九章 　産業立憲制度と社会政策新綱領
―
である。
河合
栄えい
治じ
郎ろう
（一八九一～一九四四）は、大正・昭和期の社会思想家、経済学者である。大正九年（一
九二○）東大助教授のとき、官を辞して
市しせい
井
の学者となった。河井の『社会思想史研究 　第一巻』 （大
正
12・
12）は、著者が続刊の志をもつ社会思想研究の前ぶれ的な書物であった。
内容の概略は
―
第一章 　アダム・スミスと自由主義経済学 　第二章 　ジェレミー・ベンサムと功利主義経済学 　第三章 　英国思想史の過渡時
代 　第四章 　過渡的思想家としてのジョン・スチュアート・ミル
―
である。
河合は「序」 なかでのべている。大学をやめたとき痛切に感じたことは、つぎのようなことであった。
　
―
まず自己の眼をもって社会をみること0
。
自己の信念をもって0
、
社会に0
臨のぞ0
むべく0
、
独自の思想をつくること0
。
河合は社会思想の先師の門をたたき、その全思想体系に迫ろうとした。その目的 先人を知ることによって、やがて自己をも知るためであっ
た。
堺利彦訳『唯物史観解説』 （大正
1・
1）は、オランダ人ヘルマン・ゴルテルの著述のドイツ語からの重訳である。堺によると、 “唯物史観”は
マルクス学の根本であるという。換言すれば、それは“マルクス派社会学”または“プロレタリヤ社会学”といってもよい。
いまの
労プロレタリアー ト
働者階級
が、新興階級として社会の支配者たる資格をうるには、マルクスの唯物史観の根本的思想、基礎観念を理解しておく必要があ
るという（ 「訳者の序」 ） 。
内容の概略は
―
第一章 　此書の目的 　第二章 　歴史的唯物論と哲学的唯物論 　第三章 　此 学説の内容 　第四章 　実例の説明 　第五章 　科学、
智識、学問 　第六章 　発明 　第七章 　法律 　第八章 　政治 　第九章 　習慣と道徳 　第十章 　宗教と哲学 　第十一章 　芸術 　第十二章 　結論
―
で
ある。
河こう
野の
密みつ
（一八九七～一九八一）は、大正・昭和期の社会運動家、政治家である。東大に在学ちゅう、新人会に入り、労働者教育に従事した。の
ち日本労農党の結成に参加した。大政翼賛会議会局副部長を経て、戦後日本社会党の結成に加わった。
堺利彦の肖像スケッチ
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河野はロシアの政治哲学者プレハノフ（
G
eorgi V
alentinovich P
lekhanov,  一八五七～一九一八）の『無政府主義と社会主義』 （
A
narchism
 and 
Socialism
, 1895 ）を、新明正道、松沢兼人らと分担して英語から重訳したのが『社会主義
及
無政府主義論』 （大正
1・
9）である。
訳者代表の河野によると、われわれは本書にのべられていることをすべて是認しない、という。無政府主義的でないにしても、社会主義的であ
ることは事実であると語っている。河野らは労働組合に招かれては、簡単な講義をしているといい、そのようなときよく尋ねられたのは、社会主義や無政府主義についての参考書であった。この訳書は、その要求に多少役にたつかも れない う。
内容の概略は
―
第一章 　空想的社会主義者の見地 　第二章 　科学的社会主義の見地 　第三章 　無政府主義理論の歴史的発展 　第四章 　プルウ
ドン 　第五章 　バクウニン 　第六章 　バクウニン（続） 　第七章 　其 他の人々の検討 　第八章 　
所いわゆる
謂
無政府主義的政策。その道徳 　第九章 　有
産階級、無政府主義及社会主義
―
である。
恒藤
恭きょう
（一八八八～一九六七）は、大正・昭和期の法学者である。京大滝川事件のとき退官した。戦後、大阪商科大学の学長となった。 『社会
と意志』 （大正
1・
2）は、同人の論著である。
著者は「序」のなかでのべている。
―
社会の本質を捉え、その発展の形態とゆきつくところを認識するうえで、意志の原理（理論）は、いか
なる意味で役立つのか。
近代の社会哲学における重要なる学説をいくつかえらび、これに批判的考察を加えることによって、この問題についていささか理解しようとす
るのが、本書の趣意であるという。
本書に収録した論文の多くは、かって『経済論叢』 （第十四巻～第十五巻）に掲載したものであり、一冊にまとめるにあたっ 多少の修正をほ
どこしたと語っている（ 「序」 ） 。
項目はぜんぶで二十五ある。内容の概略は
―
　一 　緒言 　二 　社会契約説の特色 　三 　グロチウス及びアルトシウスの社会観 　四 　ホッブス
の根本思想 　五 　自然状態に関するホッブスの見解 　以下、省略す
―
である。
本庄栄治郎の『日本社会史』 （大正
1・
2）は、大正十二年（一九二三）八月京都帝国大学の夏期講習会において講演をおこなったときの草稿
に手をくわえ一書としたものである。
この講習会は全国にむかって公開されたも であった。本庄は講習会において、所定の時間内に“日本社会史”についての一般概念をあたえる
（2）121
ことにつとめたという（ 「序」 ） 。
本庄によると、歴史は階級闘争の歴史でもある。日本の歴史は、貴族・豪族の歴史である
が、これに対立する庶民階級が存在した。一方の階級だけに目をむけ、もう一方の階級を見ないのは史学界の欠陥であるが、この欠陥を補うも は“社会史”の研究であるという。
内容の概略は
―
第一章 　日本社会史の観念 　第二章 　氏族制度の社会 　第三章 　群縣制
度の社会 　第四章 　荘園制度の社会 　第五章 　分権的封建制度の社会 　第六章 　集権的封建制度の社会 　第七章 　日本社会史 特性
―
である。
われわれは現在を知るとともに、過去をも知らねばならぬという。歴史とは、過去に属する“経験”の記録である（四頁） 。“社会史”とは、いったい何を指しているのか。その定義とは何か。広義に解したばあい、それは人類社会において起った重大事件を研究する
ものである、といった考え方。あるいは、人類の社会的生活の歴史を“社会史”といったりする。が、本庄の考えでは、社会史とは、 “社会問題の歴史” とか、あるいは“社会階級上の経済問題の歴史”を意味している。
内田銀蔵（一八七二～一九一九、明治・大正期の歴史学者。早稲田、東大でまなんだのち京大教授）は、 「われわれは
自分に近いところのもの0
、
自分に関係あるものに興味がある0
」と、 『日本経済史の研究（上巻） 』 （大正
10）のなかで語っている。
日本の社会史0
は、われわれ日本人にとって
興味があるばかりか、研究材料の蒐集も容易であるので、
もっとも確実な研究ができるから00
、外国のことを調査するよりも、じぶんの国の研究
―
日本社会史を研究すべきであるという（一九頁～二一頁） 。
竹内泰訳『社会理想学』 （大正
1・
）は、イギリスの社会学者・経済学者のＧ・Ｄ・Ｈ・コール（一八八九～一九五九）の
 
“Social T
heory, 
1920
”  を反訳したものである。
本書は既成の社会を説明するものではなく、むしろ既成の社会組織の欠点を指摘したり、批評したりして、より理想的な新社会組織をつくろう
とするものである。
内容の概略は
―
第一章 　社会理論の様式 　第二章 　名称とその意義 　第三章 　機能の原理 　第四章 　協同の様式と動機 　第五章 　国家論 　第
六章 　民主々義と代議制度 　第七章 　政治と立法 　第八章 　強制と統制 　第九章 　組織的社会の経済的構造 　第十章 　
郷レジョナリズム
土主義
と地方政治 　第十
フリップ・ラッパポート著
『社会進化と婦人の地位』。
〔法政大学図書館蔵〕
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一章 　教会論 　第十二章 　自由論 　第十三章 　制度の虚脱 　第十四章 　結論
―
である。
原著者の目的というのは、社会理論を完成することではなくて、同人が提出した問題を他人がさらに研究することである。いま権威をもってい
る社会理論よりも、もっと現代的発展に感応する理論の構築に着手するのが、当面のしごとであるという（三四九頁） 。
山川
菊きく
栄え
（一八九○～一九八○）は、大正・昭和期の婦人運動家、評論家である。堺利彦、幸徳秋水、大杉栄らの平民講演会を通じて、社会主
義を学んだとされる。終戦後、労働省の婦人少年局長に就任した。
山川はアメリカ人フィリップ・ラッパポートの著
 
“L
ooking F
orw
ard
”（ 「前方を見る」の意）を全訳し、 『社会進化と婦人の地位』 （大正
1・
）と題して刊行した。この書は、家族制度と国家制度の起原と発達、およびそれにともなう婦人の地位の変遷 叙述したものという（ 「はしが
き」 ） 。
本書は、婦人問題や一般社会問題に関する有益な参考書とみられている。内容の概略は
―
第一章 　緒論 　第二章 　婦人の地位の変遷 　第三章
　資本主義と家庭の破壊 　第四章 　近代社会と離婚の増加 　第五章 　
売ばい
淫いん
制度 　第六章 　国家の発生とその発達 　第七章 　現代の経済組織 　第八
章 　結論
―
である。
金銭をうるために、じぶんの肉体を他人の慰みに供することを“売淫”というが、これは文明社会につきまとう現象である。売淫の歴史はふる
く、古代ローマやエジプトの娘らは、結婚資金をつくるために、結婚まえにその肉体を売っていたが、それは恥ずべき行為とは考えられなかった。こんにち売淫のいちばんの原因は、経済組織にある。いまの経済組織がつづくかぎり、新聞記者・牧師・社会学者・医師・法律家・官憲が、い
にその非を鳴らそうとも、すべての努力は徒労におわるのである。
売淫にしたがうのは、情欲とか堕落の結果ではなく、じっさい食べることに困るためで
ある（二○六頁） 。
高橋
貞さだ
樹き
（一九○五～三五）は、大正・昭和期の社会運動家である。初期水平運動の指
導者として活躍した。大正十一年（一九二二）日本共産党創立と同時に入党した。のち検挙され、懲役十五年の判決をうけた。昭和八年（一九三三）佐野学が獄中より転向声明をだしたとき これに同調 、党から除名された。のち結核のため執行停止となり出獄する
高橋貞樹著『特殊部落史』。
〔早稲田大学中央図書館蔵〕
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が、ほどなく病死した。『特殊部落史』 （大正
1・
5）は、高橋の遺著の一冊である。特殊部落の社会的考察とその現状とを研究したものである。本書は、特殊部落一千
年の歴史的記述であり、純粋の史的研究であるという（ 「序文」 ） 。
著者は「序文」のなかでのべている。
一 　
今い
ま全国に水平運動は、
野の
火び
の
如ごと
く
燃も
え
拡ひろ
がりつゝある。この大いなる運動の底を
貫つらぬ
いて流るゝものは、意味なき伝統的
賤せん
視し
観念に対する
憤ふん
激げき
の
涙である。特殊部落民が過去に
背せ
負お
ふた生活ほど、
惨みじ
めな抑圧せられたものはない。
著者の見るところ、日本の従来の史書は、政治史であり、戦争史であった。被支配階級の歴史を欠いていた。著者は昨年五月、 『特殊部落の歴
史と水平運動』 （小著）をあらわしたが、同書は発売禁止の
厄やく
にあったという。
著者は病床のなかで執筆にとりかかった。しかし 震災や検束、病勢の
昂こう
進しん
（はげしくなる）などにより、しごとを妨げられた。そのため予定
の枚数をちぢめ、ようやく本書（三○○頁）が成ったという。
しかし、 にはもう水平運動の戦陣に立てるだけの体力が残されていない。いわば本書は、著者がさいごの力 ふりしぼって書いた、遺著で
ある。
⋯
⋯
⋯
内容の概略は
―
第一編 　特殊部落の歴史的考察 　第一章 　特殊部落の史的背景 　第二章 　上代日本の奴隷制度 　第三章 　特殊部落の起原とし
ての中古賤民 　第四章 　穢多の名の源流 　第五章 　特殊部落の形成時代 　第六章～第七章 　徳川時代に於け 穢多非人の制度（上 （下）
第二編 　特殊部落の現在と水平運動 　第一章 　穢多非人の解放と其の効果 　第二章 　特殊部落の現状と其の社会的地位 　第三章 　特殊部落差別
の実状 　第四章 　同情的運動 失敗 　第五章 　水平運動の闘争 　第六章 　水平運動の社会的意義 　第七章 　部落の無産化と
其そ
の解放
―
である。
いったい大正時代には、どれほどの数の部落民がいたの あろうか。その数 全国六千部落
―
約三百万人であった。かれらはいつの日か、
水0
平の社会0
―
すべてのひとびとが自由平等の線上に立つことができる
―
が来るのを切望していた。
人間社会にいつの間にか貴賤尊卑 別が生じ こん ちに至ってい 。が、明治四年の初秋、部落解放令が出たとき、部落民は平民となりえた
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こと、国民の一部たることを政治的に保障されたことを
相あい
擁よう
してよろこび、泣いたのである。が、じつのところ、それはぬかよろこびであった。
かれらは法的には解放されたけれど、じっさい何の効果もむすばなかった。それは政令による“皮相の変革”であり、社会そのものの変革ではなかった。
ちょうどヨーロッパにおいて、ユダヤ人が社会の偏見に苦しみ、差別や侮蔑をうけたのと同様に、部落民は解放後もずっと社会の賤視迫害をう
けつづけたのである。
安部浩訳『巴里コムミューン』 （大正
1・
）は、 　ニューヨークの
L
abor N
ew
s C
om
pany で刊行されたマルクスの
 
“T
he P
aris C
om
m
une, 1920
” 
を反訳したものである。「巴里コミューン」といった表題は、マルクスじしん付けたわけではない。一八七一年五月三十日、マルクスが国際労働者組合の総会においておこなった演説の題が、
  “B
ürgerkrieg in F
rankreich
”（フランスの内乱）であった。訳者はドイツ版を手に入れることができなかったので、英語版
から訳したという。
内容の概略は
―
巴里コムミューン（獨逸版に対する緒言） 　宣戦の布告（一八七○年七月二十三日国際労働者会議総会に於ける第一宣言） 　セ
ダンの後（一八七○年七月九日同総会に於け 第二宣言） 　仏蘭西の内乱 　第一章 　国民の防禦 　第二章 　三月十八日 　第三章 　コムミューンの歴史的価値 　第四章 　抑圧 　道徳的批判と批判化的道徳 　
猶ユダヤ
太
人問題
―
である。
“パリ・コミューン”とは、一八七一年三月から五月にかけて、パリの労働者が樹立し 革命政府のことをいうのだが、マルクスはブルヂョア
革命において、労働者がどのような役割をつとめるかを、かれの透徹せる史眼にてらして具体的に叙述したものが、 『巴里コムミューン』であった。
高橋
清せい
吾ご
（一八九一～一九三九）は、大正・昭和期の政治学者である。早稲田で学んだの
ち、コロンビア大学に留学し、帰国後、早大講師、教授となった。
同人が編述した『欧洲社会制度発達史』 （大正
1・
）は、数章をのぞく外は、イギリス
のエドワード・ジェンクス教授の
  “A
 Short H
istory of P
olitics
”  と
  “T
he State and the N
ation
” 
から 輯録だという（ 「はしがき」 ） 。
マルクス著『巴里コムミューン』。
〔法政大学・大原社会問題研究所蔵〕
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内容の概要は
―
序説 　第一章 　原始社会組織 　第二章 　族長社会 　第三章 　獣類の馴化 　第
四章 　種族
若も
しくは部族組織 　第五章 　農業と氏族 　第六章 　初期の商工業とギルド 　第七章 　
近世国家社会の起源と封建制度 　第八章 　国家社会に於ける初期の政治制度 　第九章 　二種の社会進化史観 　第十章 　財産制度 　第十一章 　裁判制度 　第十二章 　立法事業 　第十三章 　代議制度 　第十四章 　行政事業 第十五章 国家と近代産業 　第十六章 　露西亜及び獨逸の新政治組織―
である。
著者はのべている。
―
社会とは、共通の利害のもとに生活するひとびとの集団であると。そ
してギッディングズ（一八五五～一九三一、アメリカの社会学者）によると、その社会における暮らし、すなわち人生は、一種の闘争でもある、と。ひとは自己の生存や満足のために闘争する。さらにひとは所有や品性や知識をえるため 闘争する。
社会制度は、アリストテレス（前三八四～三二二、ギリシャの哲学者）によると、つくられるものでなく、自然に発生し、発達するものである。
“制度”は、ひとびとの相互的必要をみたすための機関として、社会生活から産みだされたものである。社会を人体として考えたばあい、制度はその器官である。
制度は、万人がそこから利益をうけることを目的とする社会組織である。一部のひとびとがそれを独占するとしたら、それは制度の私用にほか
ならないのである（三頁） 。
石川三四郎（一八七六～一九五六）は、明治から昭和期にかけての無政府主義者、社会運動家である。東京法学院（現・中央大学）にまなんだ
のち、週刊『平民新聞』や日刊『平民新聞』に参加したが、のち朝憲紊乱罪で起訴 れ入獄。戦後、日本アナキスト連盟結成 加わった『西洋社会運動史』 （大正
1・
7）は、石川三四郎の著書である。かれは明治四十年（一九○七）四月より翌四十一年五月にいたる十三ヵ月間、
巣鴨監獄に収監されていた。日刊『平民新聞』に書いた記事の筆禍によって、同志・山口孤剣とともに獄中のひととなった。同書は、その獄中でつづったものである。
監獄でのくらしは、朝から寒さや暑さとの闘いであった。毎日が真剣勝負であり、体力はおとろえていった。しかし、禁錮刑であったから、勉
強できるという点からいうと 監獄は楽園であった。石川はおもった。
石川三四郎著『西洋社会運動史』。
〔早稲田大学中央図書館蔵〕
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（このときこそ、わが社会主義のために、労働者のために、とくに足尾
騒そう
擾じょう
事件のために、大いに弁ぜざるをえない） 、と〔三頁〕 。
かれは“
赤せき
衣い
” （獄衣）を着て、何度か東京控訴院の法廷に立った。
獄中にいる時間を、有効に使いたいとおもった。そこで
教きょうかいし
誨師
や看守長に会い、ノートとペンの使用をもとめると、申請は許可せられた。
ある日のこと、田中正造（一八四一～一九一三、明治期の政治家、足尾鉱毒事件の指導者、天皇に直訴した）が面会にきた。そのとき、田中は、「アナタは
善ぜん
事じ
をなしてここに来たのですから、アナタのためにはここは天国です。
故ゆえ
にここの長をテンゴク（
典てん
獄ごく
＝刑務所長のこと）と申さ
れる」と、たわむれにいった。
石川には、監獄はまことにテンゴク（天国）のようにおもえた。毎日、すこしずつ書いた原稿が、 “ちりもつもれば山となる”しだいで、刑期満ちて出獄するとき、ノートが十五冊、約千五百ページとなって
いた。
内容の概略は
―
緒論 　第一篇 　社会組織の変遷 　第二篇 　社会運動の勃興 　第三篇 　欧米各国の社会運動 　第四篇 　社会運動者列伝
―
であ
る。
杉森孝次郎の『社会進歩の純粋原則（実験社会学的一研究） 』 （大正
1・
9）は、ことし『中央公論』誌上に発表した作品を基礎とし、それを書
きのばして一書としたものという。
明治年（190）、歳のときの
田中正造。
晩年の田中正造が所持していた聖書。
（雨宮義人著『田中正造の人と生涯』
昭和29・11）より。
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内容の概略は
―
一 　社会進歩の定義 　二 　社会進歩の内容的二特徴 　三 　社会改良に於ける煽動思想家の位置 　四 　社会改良と輿論 　五 　社
会の本質的定義 　六 　進歩の本質的定義 　七 　本質的芸術主義と社会進歩との関係の再認
―
である。
著者は本書をもって、社会心理学の一生産とする考えであったようである。ところで著者がいう“社会進歩”とは何んのことか。この語には、
内容的に二つの特徴があるという。その一つは“社会改良”のことである。他の一つは社会改良を取りのぞいたすべてをいう。この二つは
画がく
然ぜん
（区別がはっきりして）たる二要素として存在するのではなく、両者の根柢には共通点がある。
著者のいう“社会改良”とは、いいかえると、 “道徳的社会不正”が、支配的意識として存在し、作用している場合をいう。高橋正男訳編『サン・シモンの生涯と其思想体系』 （大正
1・
9）は、フリードリッヒ・ムックルの『サン
･ シモン、その生涯と作品』 （
F
riedrich 
M
uckle ：
Saint-Sim
on, sein L
eben und W
erk, 1908 ）を反訳したものである。
訳者によると、サン
･ シモンについては、これまでずいぶん多くのひとびとが説いてはいるが、いずれも断片的な紹介ばかりであるという。ま
だ一冊にまとまったものはないと語っている。訳者がサン
･ シモンの伝記的論究の重要文献のひとつを訳そうと思ったのも、そうした
間かん
隙げき
をうめ
るためであったのであろう。
内容の概略は
―
第一章 　少年期と青年期 　第二章 　処女作、一 　ヂュネーヴ住人の手紙、一八○二年 　第三章 　困窮と著作時代、一八○二年
―
一八一四年 　第四章 　実証哲学 　第五章 　『ヨーロッパ社会の改造に就きて』サン
･ シモンとオーギュスタン・チェリー 　第六章 　晩年期と著書、
一八一四
―
一八二五年 　第七章 　産業体系 　第八章 　結論
―
である。
松本悟朗の『近代社会思想八講』 （大正
1・
9）は、社会主義思想とその運動との一斑をできるだけ平易に解説したものであり、社会思想のあ
らましを語りつくしてい ので、本書は初学者の手引として役に立つはずであるという（ 「自序」 ） 。
内容の概略は
―
第一講 　資本制度の発達と其運命 　第二講 　初 の社会主義 　第三講 　過渡期の社会主義 　第四講 　無政府主義 　第五講 　ラ
サルレ及び社会民主主義 　第六講 　マルクスと科学的社会主義 　第七講 　レーニンとボルシエ
ヰ
ズム 　第八講 　インターナショナルの歴史
―
で
ある。
著者のいう“社会思想”とは、ど ようなものか。それは人間の社会的生活にたいする深い反省から生れたものである。社会思想というのは、
人間の団体的生活とか公共的生活、あるいはそれについての思想といった漠然 たものではないという。そ ではなくて、社会における生活関
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係
―
支配関係
―
階級対立の事実
―
などに関するものという。
“社会思想”というのは、社会問題についての思想を指している。そして、その問題の性質からして、社会主義的傾向をおびている。社会思想の骨格をなすものは、社会主義なのである。この社会主義についての研究は、どのようにすべきなのか。ただ頭の中で考えてみただけではだめだという。眼を大きく見ひらき、人間がこれ
までたどってきた過去の事情 いま置かれている事情を仔細に観察研究してみて、はじめて明らかになるという（七頁） 。
荒あら
畑はた
寒かん
村そん
（一八八七～一九八一）は、明治・大正・昭和と三代にわたって活躍した、筋金入りの社会主義者であった。高等小学校卒業後、キリ
スト教の洗礼をうけ、海軍造船工廠の見習工として人生のスタートをきった。のち幸徳秋水の平民社に入り、社会主義を宣伝するために伝道行商をおこなった。
大正十一年（一九二二）日本共産党の設立に参加し、翌十二年ロシアを訪れた。たび び入出獄をくり返し が、昭和十二年（一九三七）人民
戦線事件で検挙され 戦後、衆院議員と った。
荒畑は大正十二年（一九二三）三月下旬
―
上海より汽車で天津へむかい、さらにそこから奉天へとむかい、シベリア経由で労農ロシアへ入国
した。ロシアは荒畑にとって、かぎりない憧憬と思慕の国であった。同人のロシア紀行とロシア研究をいっ ょにしたものが『
赤せき
露ろ
行こう
』 （大正
1・
9）である。
内容の概略は
―
赤露行 　国境を
越こ
える
迄まで
チタの滞在 　
西シベリア
比利
の汽車旅行 　赤都モスクワ 　露都で見聞した人 　示威運動 　演劇 　絵画 　博物館
　ロシアの復活 　緒言 　農業的復活 　産業的復活 　貿易と企業 　労働問題 　衛生施設
―
である。
ロシアは万国の無産階級にとって唯一の祖国である。社会主義者にとっては、まことの郷土であっ
た。荒畑は監獄のなかで、囚人の苦をなめつゝあったとき、手あたりしだい、ロシアに関する書物をよんだと語っている。
ハルピン（中国・東北部、長春の北東二三○キロ）には、夜八時ごろ着いた。停車場の外では、ア
ーク燈の蒼白い光に照らされた粉雪が、チラチラと舞いおちていた。駅の外には、ロシア人や中国人の馬車屋が群れあつまっており、さかんに客を呼んでいた。荒畑は生れてはじめてロシア語で、二頭
晩年の荒畑寒村
（0）11
立の馬車の御者に声をかけると、「ダァ、ダァ」 （承知！）という声が闇のなかでひびいた。馬車は、鈴の音を立てながら、闇の道を疾走しだした。
⋯
⋯
⋯
協調会嘱託・町田辰次郎の編著『
日本
社会変動史観』 （大正
1・
11）は、日本建国の精神から
説きおこし、大正の社会運動や労働運動 まで説きおよんでいる。
内容の概略は
―
第一編 　過去の日本 　一 　人生の基調 　二 　祖先の信仰 　三 　日本民族精
神の発露 　四 　徳川幕府の政治 　五 　明治維新 　第二編 　現代の日本 　一 　日本の社会主義運動 　二 　日本の労働組合運動 　三 　日本の農民運動
　四 　日本の水平社運動 　五 　我国教育者問題 　第三編 　結論
―
である。
著者は語っている。
　
―
わが国の社会主義運動は、はじめ政治運動としておこり、のちにそれが労働者の経済運動となった。日本の労働運動は、はじめ知識人や人
道主義を標榜するキリスト教徒らの指導をうけておこなったり、あるいは政党運動の従属物の観があった。が、やがて労働者の自覚によって、労働者じしんが独立しておこなうやり方に変わっていった。
労働者の混沌としていた運動は、ようやく労働組合運動となっていった。労働運動の勃興とときを同じくして始まったのが、社会主義の科学的
な研究であった。
だれが訳したものか不明だが、コレージュ・ド・フランスで経済学を講じたルロワ・ボーリユの『新社会主義の批判』 （大正
1・
11）は、
集コレクティヴィズム
産主義
をその起源、その学説、その立て方、その将来の作用から批評したものである。これは八二四頁もある大部な訳書である。
内容の概略は
―
第一編 　集産主義（上） 　第一章 　社会主義思想の進歩 　第二章 　集産主義の種々なる形式 　第三章 　集産主義の一般の特性
に関する批評 　第四章 　動産及び不動産に対する
 K
arl M
arx  の歴史的苦情
第五章 　農業集産主義 　第六章 　原始所有権の進化
―
露国の
M
ir 　第七章 　ジャワ島に於ける公有財産 　第八章 　公有財産から私有財産への
変遷 　第九章 　
A
llm
enden （市町村の“共用地”の意
―
引用者）と村落 　第十章 　土地国有後の土地の耕作 　以下、省略する
―
である。
町田辰次郎編著『日本社会変動史観』。
〔早稲田大学中央図書館蔵〕
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グスターフ・ラッツェンホーファー（
G
ustav R
atzenhofer,  一八四二～一九○四）は、オーストリアの軍人・政治学者・社会学者である。かれ
は社会学的国家学の集成者として知られ、国家の成立と国際社会の形成を、集団闘争にもとずく進化主義的理論によって解明しようとした。
宮崎市八訳『社会学的認識論』 （大正
1・
12）は、ラッツェンホーファーの同名の著書を反訳したものである。ラッツェンホーファーの立論は、
独創的であるだけに、ひじょうに難解である。訳者によると、提言と提言とのあいだにくわしい説明はなく、奇抜な術語（造語）に満ちあふれているという。
原著者は、本書において社会過程の法則をさぐり、その法則のひとつの現われとして国家学説を確立しようとした。ラッツェンホーファーによ
ると、国家が起ったのは経済的搾取のためであり、国家は経済的搾取とともに滅没する（ほろびる）のである。
内容の概略は
―
第一編 　抜抄 　第二編 　解説 　第三編 　応用（政治の本質及び目的）
―
である。
警視・石森勲夫の『家庭と警察』 （大正
1・
12）は、家庭において心得えておくべき諸般の警察関係事項を平易に説いたものである。
著者によると、家庭がなければ、警察の必要はなく、また警察がないと、家庭は維持できないという。世間では、警察のことをおそろしい、怖
い存在として誤解している。が、警察はもっともたのもしい、もっとも親しい所であるというような考えをもってほしい、という（ 「はしがき」 ） 。
内容の概略は
―
警察の話 　警察と警察官 　警視庁の組織 　警察署警察分署の組織 　警部補派出所と巡査部長派出所 　巡査巡出所と巡査駐在所
　警察事務の執行に就て 　警察と願届 　犯罪の予防 　交通事故の予防 　火災の予防
―
である。
警察は、国家 しごとだという。警察のない国家は、一日として存在しえない。天皇が国を統治するところ 権力は、立法権・司法権・行政権
であるが、警察は、この行政権の一部である。警察のしごとは、国の治安を保つために、つねに権力を行使する。人の自由を制限する。ある行為、不行為を強制する。警察が権力を行使するから、一般国民は安全な生活を営むことができるという
広江源三郎は、明治四十一年（一九○八）海軍機関学校に入学し、やがて機関大尉となったの
ち、早稲田で政治学をまなんだ人である。そして、同人が著したのが『軍隊社会の研究』 （大正
1・
1）である。本書は、もと海軍士官が、軍隊社会のあるがままの姿を正視し、軍隊とはいか
なるものかを示したものである。
石森勲夫著『家庭と警察』。
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本書は、国粋主義者や社会主義者、革命家、さらに軍隊の擁護者にとっても、軍隊に関
係するじぶんの立場を正視したり、反省したりするのに役立つものという。
内容の概略は
―
第一章 　序説 　第二章 　軍隊の社会的諸形態 　第三章 　軍人の思想及
びその態度 　第四章 　貴族主義及び武士道とその
功こう
過か
（てがらとあやまち） 　第五章 　命
令、服従と軍隊の群集状態 　第六章 　革命的諸運動と軍隊 　第七章 　結論。軍隊は何を擁護すべきか
―
である。
本書の主旨は、いささか理解しがたいものであるが、著者の真意は、大きな勢力である
軍隊がむかうべき方向は、神聖なる国家の実現であるようだ（高田保馬「本書の後に」 ） 。
中山啓訳『田園・工場・仕事場』 （大正
1・
）は、クロポトキンの
  “F
ields, factories and w
orkshops, 1899
”  を反訳したものである。
無政府主義者としてのクロポトキンの名は、世界中に知れわたっている。かれはフーリエ、オーエン、プルードン、バクーニンなどの学説をう
けつぎ、それに科学的背景をつけたとされている。クロポトキンの“無政府主義”は、換言すれば“無政府共産主義”である。
訳者の「序言」による 、わが国ではクロポトキンの著作リストを発表することを許されていないという。これまでに邦訳された作品は、いず
れも英訳からの重訳であるが、
―
一 　
C
onquest of B
read 
『パンの略取』
 
幸徳秋水訳
二 　
M
utual A
id 
『相互扶助論』
 
大杉栄訳
三 　
M
em
ory of R
evolutionist 
『革命家の想い出
 
大杉栄・三浦關造共訳
四 　
R
ussian L
iterature 
『ロシア文学論』
 
昇曙夢訳
などがある。内容の概略は
―
序言 　第一章 　工業の地方分散 　第二章 　農業の可能性 　第三章 　小工業的村落 　第四章 　精神労働と肉体労働 　第五章 　結
クロポトキン著『田園・工場・仕事場』。
〔専修大学附属図書館蔵〕
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論
―
である。
本書の主要点は、こうである。工業が集約的農業と結合し、精神的労働と手工業が手をにぎることから、文明社会が得られるさまざまの利益を
研究したものである。本書の表題にみられる“工場”や“仕事場”は、
factory  と
 w
orkshop  を訳したものであり、前者は大勢の労働者を使ってい
る大きな製造所 意味であり、後者はこじんまりとした町工場のようなものを指している。
宮崎市八訳『社会心理学概論』 （大正
1・
5）は、ハーバード大学の心理学教授ウィリアム・マクドーガルが著した『社会心理学入門』 （
A
n 
Introduction to Social P
sychology,  初版は一九○八年刊）を反訳したものである。
マクドーガルは、行動心理学派の学者であり、専門家以外のひとびとのために、心理学について平易に説いたものが、本書であるという。心理
学は、社会科学を研究するとき、欠くことのできぬ素養であるという。
内容の概略は
―
第一章 　序論 　第二章 　本能の性質と人間心意の構成上に於ける本能の位置 　第三章 　人間の主要な諸本能と基本的な諸情緒
　第四章 　一般的
即すなわ
ち非種別的な先天的傾向 　第五章 　情操の性質と若干の複雑情緒の組織 　第六章 情操の発達 　第七章 　自己意識の成長と自
負情操の成長 　第八章 　社会的行為水準の向上 　第九章 　執意 　第十章 　生殖本能 親愛本能 　第十一章 　闘争本能 　第十二章 　郡居本能 　以下、省略する
―
である。
原著者は、第二章において、本能と本能的過程の概念をできるだけ明らかにし、第三章では情緒の概念について詳述し、第四章においては、模
倣の本能や暗示の概念をいっそう精密に分析した。
宮沢末男訳『
聚しゅう
団だん
心理』 （大正
1・
5）は、おなじ原著者の
  “T
he G
roup M
ind, 1920
”  を反訳したものである。これは前者『社会心理学入門』の
続編である。 、マクドーガルは『聚団心理』において、集団の心的生活の諸原理について概説し、それらの原理を諸国民 生活を理解するさいに応用しようと企てた、と「原序」のなかでのべている。
群衆心理や民族心理研究の先駆者として、フランスにはル・ボンがいる。が、マクドーガルは、低級な群衆心理が、組織や訓練 よっ 高級な
る集団精神に向上発展する過程や条件について明らかにしようとした。
土つち
田だ
杏きょう
村そん
（一八九一～一九三四）は、大正・昭和期の思想家である。新潟県佐渡にうまれ、東京高師をへて京大哲学科にまなんだ。雑誌『文
化』を創刊して、思想・文化・社会問題について著述活動を展開 た。晩年、国家主義的傾向をつよめた。
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土田の『社会哲学原論』 （大正
1・
5）は、五七四頁もある大著である。著者による
と、 “社会哲学”とは、社会理想の科学であるという。社会は意志をもった人間の結合である。人間の理想的努力の関係である。社会哲学は、人類社会における、社会理想（すなわち“社会改造” ）の実現だという。
哲学が真の意味で社会哲学となったとき、それは直ちに理想主義と社会主義との結合
を策す必要があるという。 の中心的事業は、 「日本をいかに改造すべきか」ということである（五七四頁） 。
内容の概略は
―
序論 　第一篇 　社会的現実の必然的推移と其れに内在する理想的動
向 　第一章 　現実社会の生活 　第二章 　世界改造 大勢 　第三章 　世界秩序変化の原因
　第四章 　現今社会人の人生観 　第二篇 　社会理想論に於ける理想主義的理念と社会主
義的理念 　第三篇 　社会理想実現の根本的形式 第四篇 　文化諸形相に於け 社会理想の実現
―
である。
森戸辰男の『思想と闘争』 （大正
1・
5）は、月刊雑誌（ 『改造』 『我等』 『日本詩人』 ）
に発表したものをまとめて一冊としたもの 。本書に収めた諸篇は、社会評論でも
ある。
内容の概略は
―
第一篇 　震災と『主義者』と反動勢力 　第二篇 　国粋主義者と政治的殺人
―
ドイツ革命後に於ける政治的殺人の一考察 　第
三篇 　大杉栄君の追憶
―
社会思想家としての彼の一面 　第四篇 　関西に於ける『交通不安』の社会的意義 　第五篇 　富田
碎さい
花か
君の印象を通じて
―
人
及および
社会詩人としての富田君 　第六篇 　思想と闘争
―
社会科学運動の文化的意義 　第七篇 　治安維持法と社会主義
―
である。
森戸は論文「クロポトキンの社会思想の研究」を発表したことにより検束され、出獄後、大原社会問題研究所の研究員となった。外遊二年余に
して故国の土をふんだが、かれを迎えたものは凄惨をきわめた大震災であった。そしてまた反動勢力による、進歩的思想運動の撲滅であった。“治安維持法”は、 “過激社会運動取締法案”が流れて以来、一部の官憲のあいだでくすぶっていたものである。が、森戸によると、日本の社会
森戸辰男著『思想と闘争』。
〔専修大学附属図書館蔵〕
国史講習会編『御家騒動の研究』。
〔法政大学・大原社会問題研究所蔵〕
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運動、労働運動が穏健化しつつあるときに、治安維持法のようなものを制定すれば、ふたたび運動が過激化し、テロリズム化するような状況が生じたり、 “将来の治安を破壊”する恐れがあることを何人も否定できないという。
国史講習会編『御家騒動の研究』 （大正
1・
5）は、江戸時代におもに各大名家でおこった政治的な意味をもった“
紛ふん
擾じょう
” （ごたごた）について、
学者や文筆家が それぞれ分担して執筆したものである。ヨーロッパにおいては、近年までドイツ連邦にお家騒動があったし、日本ではこの種の争いは、廃藩置縣でうちどめになった。
明治以後のお家騒動は、権力あらそいの代りに、富豪の家庭における財産をめぐる騒動に変りつつあるという。林
癸き
未み
夫お
の『社会と宗教と芸術』 （大正
1・
）は、広義の社会問題に関する随想をまとめて一冊にしたような書物である。
はしがきの代りに、つぎのような文章がみられる。
善よ
かれ
悪あし
かれ、思想の人としての私は、
此こ
の書の中に
在あ
る。
如い
何か
なる意味にでも、私といふ者に興味を
有も
たれる方は、
何ど
うかこれを読んで
戴いただ
きたい。
内容の概略は
―
人間の本能と社会改造の基調 　社会主義の宗教的信仰から科学的建設へ 　社会主義思想と労働組合運動 　共産主義者としての
ロバート・オーウェン 　社会批評家としてのジョン・ラスキン 　売淫 社会的考察 　人類愛思想としての
基キリスト
督
教とストア学派の倫理感 　近代文化
の黎明期に於ける宗教運動の 的意義 　階級芸術と超階級芸術 　旧プロ文学の破滅と新プロ文学の創造 　ルネサンス三巨匠の印象
―
である。
この中から「売淫の社会的考察」を取りあげてみよう。著者の言説は、つぎのようなものである。
―
だいたい人間の性的交渉は、ふつう結婚
か私通か売淫によっておこなわれる。人間が“結婚”と った観念を創造したのは、後代においてである。人間はなんのために、また ぜ結婚するの 。
この点に関して、著者は何も語っていない。が、その原始的な意義に いては、特定の男女が、排他的 性的交渉の便宜をえ 目的で、永続的
に同棲す ためである。売淫というものが人間社会に出現した動機は、旅行者や戦争により遠征する者に、慰安を提供す ためであった。
ヨーロッパ 古代の戦争においては、婦女子をともない 陣中で兵士の相手をさせた。旅行者は他郷において、孤独のさみしさ 悩むことが多
いために、つい酒や音楽や女性につよい誘引を感じてしまう どこの国におい も、売淫がいちばん先に発達した土地は、 の往来がさかんな宿
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場とか、港町とか商業都市である。
日本の都市において売淫をおこなっている者は、娼妓や芸妓である、といい、東京におけるその数を、つぎのように記した。
明治三十六年（一九○三）
⋯
⋯
娼妓（五、一九三人） 　　芸妓（三、○六○人）
大正二年（一九一三）…
⋯
…
⋯
  同
  （六、一○四人） 　　
  同 　（五、三三九人）
同十年（一九二 ）
⋯
………
⋯
  同
  （五、七二二人） 　　
  同 　（一○九 五四○
これを見ると、芸妓の数は過去二十年間 約三倍になり、過去十年間に約二倍になっている。著者によると、第一次世界大戦後の欧米の諸都市を歴遊して いちばん目 つくものは、
街がい
娼しょう
（夜の女）であるという。アメリカでは、ニュー
ヨークやシカゴでほとんど見かけなかったが、ヨーロッパに渡ると、パリはロンドンよりも多く、ベルリンはパリよりも多かったという。
パリではオペラ座附近 ロンドンではピッカデリー広場のあたり、ベルリンではフリードリヒ
街
シュトラーセ
でよく見かけたという。ベルリンの街娼は、
これを五種類にわけることができるという。
第一種
⋯
⋯
警察署の免許をえ、公然と営業することを許されている売淫婦（公娼） 。
第二種
⋯
⋯
まだ公娼の手続をすませていないもの（準公娼） 。
第三種
⋯
⋯
まだ常習的な娼婦になっていな もの。小づかいかせぎのために、売春するもの。不良少女など。
第四種
⋯
⋯
安月給のために、街頭で男 ひろっている女性。職業別には、女工・事務員・売子・タイピスト・交換手・情夫をもつ女性など。
第五種
⋯
⋯
中産階級出身の女性。社会の混乱、家庭の不幸、その他の事情により、やむなくこわごわ街頭に出るようになった女性。この種の女性は、通行人のそでをひくよう ことはせず 商店 ショーウィンドーをながめたり カフェの一隅にすわって、男が近づいてくるのを待っている。
売淫婦の大部分は、無産階級の出身であり、生活難のために醜業を営まねばならぬ境遇に陥った女性である。
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河西太一郎訳『農業の社会化』 （大正
1・
）は、ドイツの政治家・社会民主主義者カルル・ヨハン・カウツキー（一八五四～一九三八）の
「農業社会化論」 （
D
ie Sozialisierung der L
andw
irtschaft, P
aul C
assirer, B
erlin, 1921 ）を抄訳し、さらにドイツ独立社会党員で農業問題の研究家カ
ルル・マルチオニニの「農業社会化案」 （
K
arl M
archionini ：
E
in P
lan zur Sozialisierung der L
andw
irtschaft, L
eipziger B
uchdruckerei, 1920 ）の全
訳をあわせて一書とし、書名を『農業の社会化』としたものである。
カウツキーは、エンゲルス以後の碩学として、マルクス主義のスターとして令名が高いが、マルチオニニはかならずしも一流のひとではない。
訳者によると、かれはドイツ独立社会党員で、農業問題の研究者と ことである。
日本においては、年とともに小作争議が頻発し、農村問題をますます深刻なものにし、や て農業社会化の問題に直面するところまできている
という。一方、ヨーロッパの数国において、農業社会化の問題は、政治上の問題 なりつつあるが、日本はまだそこまで急迫していないという。
カウツキーは、本書において農業社会化の理論について叙述し、マルチオニニはその実行案をしめした。内容の概略は
―
前編 　農業社会化論
（カアル・カウツキー） 　第一章 　農業と資本主義 　第二章 　農業労働手段 　第三章 　農業と社会主義 　後編 　農業社会化案（カアル・マルヒオニニ） 　第一章から第五章までが、社会化 必要・可能・準備・対象・方法である。 　第六章 　被収用者の賠償問題 　第七章 　社会主義的社会に於ける自作農民 　第八章 　食料品の分配及び消費
―
である。
高畠素之の『社会問題辞典』 （大正
1・６）は、七五一頁もある大著である。本書の刊行目的は、一般のひとびとに社会問題についての常識を
あたえ、さらにそれについて語ったり、文章を書いたり、行動したりするときの参考とするためであった。
戸田海市の『社会政策論』 （大正
1・７）は、京都帝国大学において長く担当していた
“社会政策論”の講義ノートや、学生の筆記ノートを参照して一書としたものである。
戸田は晩年、そのやまい重きをくわえ、しだいに執筆の量もへっていった。本書にに収
めたものは明治四十四年（一九一一）から大正十年（一九二一）ごろまでのあいだに執筆した論文である。
内容の概略は
―
第一章 　社会政策の意義 　第二章 　社会問題の解決に関する思想 　第
三章 　社会政策総論 　第四章 　労働者保護法
―
である。
戸田海市著『社会政策論』。
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著者はいう。社会政策の研究対象は、社会問題である、と。ふつうの社会問題は労働問
題とおなじ意味に解されている。が、いまの社会制度に不満を抱いている者は、労働者だけではない。社会全体が現在の状態にたいして不満をもっているのである。
いまの日本社会は、平民階級による政治革命によって生まれたものであるが、経済的に
支配する者と支配される者との“階級”が生じ ため、現在の社会問題が発生した、という。
細井
和わ
喜き
蔵ぞう
（一八九七～一九二五）は、大正時代の小説家である。幼くして両親をうし
なったために、小学校を中退すると、十五年間紡績工場ではたらいた。大正九年（一九二○）二月上京すると、亀戸の工場に入り、のち労働運動に加わ 。 『種を
蒔ま
く人』に小説を発表し、じょじょに名を知られるようになった。
細井の『女工哀史』 （大正
1・７）は、出版されるや、よく売れ、よく読まれたが、著者は不幸にして、ほどなく亡くなった。本書は、いわば
遺著である。本書は、妻の生活に寄生したり、あるいは、
“
暗黒の工場の
棉めん
塵じん
”
のなかでの労働のかたわら、すこしずつ筆をとって書きあげた生
の記録である。
内容の概略は
―
第一 　その梗概 　第二 　工場組織と従業員の階級 　第三 　女工募集の裏表 　第四 　
雇こ
傭よう
契約制度 　第五 　労働条件 　第六 　工
場に於ける女工の虐使 　第七 　彼女を
縛しば
る二重の
桎しっ
梏こく　第八 　労働者の住居及び食物 　第九 　工場設備及び作業状態 　第十 　
所いわ
謂ゆる
福利増進施設 　
第十一 　病人、死者 惨虐 十二 　通勤工
第十三 　工場管理、監督、風儀 　第十四 　紡織工の教育問題 　第十五 　娯楽の問題 　第十六 　女工の心理 　第十七 　生理並に病理的諸現象 　第
十八 　紡織工の思想 　第十九 　結び 　附録
―
である。
人間が生きていくうえで不可欠なものといえば、
“
衣・食・住
”
である。そして、それとともに絶対必要なものは、衣・食・住をつくり出して
いる
労働0
である。世間では、
“
職業に貴賤はない
”
というが、現実には職業に大いに貴賤はあるのである。われわれはややもすれば人を
学歴0
とか
職業0
だけによって判断したり、評価したりする。相手がいやしい職業についていたり、語るべき学歴などがないばあい、人物のよしあしに関係な
く、見かけだけでその人物を判断し、見くだしたりするきらいがある
細井和喜蔵著『女工哀史』。
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細井によると、
政治家0
とか
学者0
だとかいっても、しょせんかれらは“
賤業労働者0
”なのである。かれらに増して
貴い職業は0
何かといえば、
肥料0
くみ0
や
溝みぞ0
掃除のしごとである0
。
紡織工0
は、人類が生存していくのに無くてはならぬ物資をつくり、供給しているから、じつに
貴い労働者0
なのであ
る。
紡織工場の女工は、そのやせこけた、かよわい背中に労働問題をせおっている。彼女らがかかえている問題は、
―
社会、労働、人道上の問題に
ほかならないという。思うにこの世のなかで、誰がいちばん貴い労働者かといえば、
われわれの生活を根底から支えているひとびとで0
ある。
赤松 　要訳『カール・マルクス研究』 （大正
1・７）は、チュービンゲン大学教授ヴィルブラントが著したカール・マルクス論（
K
arl M
arx ：
V
ersuch einer W
ürdigung ・
A
us N
atur und G
eistesw
elt   業書第六二一冊・一九一八年刊、第四版）を反訳したものである。
内容の概略は
―
序言 　マルクス文献とマルクス書読 　第一章 　マルクスの性格 　第二章 　マルクスの世界観 　第一節 　自由の闘争者の理想主
義 　第二節 　マルクスとヘーゲル 　第三節 　実証主義者としてのマルクス 　第三章 　マルクスの達成せる観方 　第一節 　歴史的唯物論 　第二節 　プロレタリアの階級闘争 　第四章 　ブルジョア経済学の批評 　第一節 　批評の対象 　第二節 　経済学批評としての『資本論』 　第三節 　批判家自身 　第五章 業績
―
である。
アルビオン・ウッドベリー・スモール（一八五四～一九二六）は、ウォードと併称されるほどのアメリカの著名な社会学者であり、シカゴ大学
教授として、また『アメリカ社会学雑誌』を創刊したことで知られている。
後年、日本におけるマルクス学の泰斗として名をなす
高たか
畠ばたけ
素もと
之ゆき
（一八八六～一九二八、大正時代の社会思想家）は、前橋の生まれである。前
高畠素人の肖像スケッチ
アルビオン・ウッドベリー・
スモール
（『社会学雑誌』大正 15・）より。
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橋中学時代から一本調子の熱血児
（
1）
であり、中肉中背ながら水泳がとくいな生徒であった。
勉強もよくできたが、経済的事情から高等学校進学をあきらめ、奨学金の出る同志社神学校に入学した。かれはひじょうな勉強家であり、日曜日といえども 朝から晩まで本をよんでいた。しかし、在学中、外国人教師とけんかし 同志社 飛びだし 神戸の『ヘラルド』紙の記者になっ のち堺利彦の売文社に入り、マルクス主義を紹介 た。ドイツ語、ドイツ文学に傾倒していたというが 独学ではなかった 。晩年、国家主義的傾向をつよくした。
高畠素之訳『社会学思想の人生的価値』 （大正
1・９）は、スモールの『一般社会学』 （
A
lbion W
.S
m
all ：
G
eneral Sociology, an E
xposition of the 
m
ain D
evelopm
ent in Sociological T
heory from
 Spencer to R
atzenhofer, 1905 ）を反訳したものである。
この書名が示しているように、本書はスペンサーからラツェンホーファーにいたるまでの、社会学理論の主なる発展経路を、社会構成の類推的
説明から社会過程の実在的分析まで試みたものである。
内容の概略は
―
第一章 　社会学の主題 　第二章 　社会学の定義 　第三章 　社会学の衝動 　第四章 　社会の条件 　第五章 　社会結合と社会過程
　第六章 　社会構成、社会機能、その他の基本観念 　第七章 　結論
―
である。
訳者によると、社会学は時間や空間を包括した人類生活の総体を対象とする学である、という。本書の価値はどこにあるかといえば、認識論的
な貢献よりも、むしろ方法論上にある。社会学の専門家に、進むべき新たなる方向をしめした点にあるという（ 「序」 ） 。
波多野鼎の『社会思想史』 （大正
1・９）は、近代の社会主義思想の発展について叙述したものである。本書は、三編にわけられている。第一
編は、十九世紀の社会主義思想の背景と、空想的かつ科学的社会主義のおおよその観念を明らかに ている。第二編では、フーリエ、オーエン、サン・シモンらの思想について叙述し、第三編では、マルクスやエンゲルスの著作や運動のあとをたどったのち、唯物史観や科学的社会主義が予想する社会のかたちを明らかにし いる（ 「序」 ） 。
内容の概略は
―
第一編 　十九世紀の社会的現実と空想的及び科学的社会 義 一 十九世紀の社会的現実 第二章 　空想的社会主義と科
学的社会主義 　第二編 　空想的社会主義 　第三章 　シャルル・フーリエの思想 　第四章 　ロバアト・オウエンの思想 　第五章 　サン・シモンの思
渡辺幾治郎著『皇室と社会問題』。
〔早稲田大学中央図書館蔵〕
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想 　第三編 　科学的社会主義 　第六章 　マルクス及びエンゲルスの生涯とその著作 　第七章 　唯物史観 　第八章 　社会主義的社会秩序
―
である。
著者によると、社会思想には、一方において現実の社会生活の認識があり、他方においては、社会生活の理念や思想があるという。社会思想の
母胎は、社会の現実的生活そのものである、と。
本書は、十九世紀の社会的現実をそれぞれの思想家が、いかにそれを認識したかについて叙したものである。帝室編修官・渡辺幾治郎が編んだ『皇室と社会問題』 （大正
1・
10）は、日本における民主的思想や社会問題の起源や発達、皇室と国体との関
係、皇室と社会問題についての隠れた面をあきらかにしようとしたものである。
本書は、国体論者ばかりか、民主主義者・労働者・労働運動家たちを啓蒙するために著わされたものである。内容の概略は
―
第一章 　緒論 　第二章 　
民デモクラシー
主思想
　第三章 　社会問題 　第四章 　現代社会問題の起源 　第五章 　貧乏問題 　第六章 　社会運動
の発達 　第七章 　社会主義と社会政策 　第八章 　国体と民主思想 　第九章 　皇室と社会問題 　第十章 　国難と皇室 　第十一章 　皇室の進歩性十二章 　皇室と社会事業 　第十三章 　現代 問題と
勤きん
倹けん
（よくはたらいて倹約する） 　第十四章 　結論 　附録
―
である。
日本に民主主義思想のタネがまかれ、それが芽をだしはじめ、また社会問題や社会運動が勃興したことから、皇室を尊崇する者のあいだで、憂
いや恐怖がうまれた。
民主的思想を奉ずるものは、国体を破壊し、かつ皇室の前途を危なくしている。日本のいまの社会問題は、皇室によるにあらずんば、解決さ
るゝことはない、という が著者の考えである。
著者によると、国体は一君万民 平等主義なのである。それは民主思想と
背はい
馳ち
（そむく）しないのである。皇室は人民のしあわせを考える犠牲
的精神にあふれ、国難にさいしては身をもってその難に代わろうとする光輝ある歴史を有している。皇室は、博愛仁慈の精神をもち、社会的事業にはげんでいる、という。
本書は、皇室中心の国粋思想を鼓吹することによって、社会民主的思想の誤 をしめ 、危険思想の伝播をふせごうとしたものであろう。処女会中央部編『これからの女子生活 　全』 （大正
1・
10）は、第三回講習会において
斯し
道どう
の専門家が講演したものをまとめて一巻としたもの
である。本書刊行の主旨は、これによって処女の思想を善導し、良風を鼓舞するためであった。
内容の概略は
―
内外の形勢と国民
就なかん
中ずく
婦人の覚醒（添田壽一） 　国民精神の
作さく
興こう
（さかんになる）と女子の使命（国府種徳） 　時代の病幣と
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婦人の進路（三輪田元道） 　礼節の精神（青戸波江） 　道徳上より見たる結婚（吉岡弥生） 　生活の安定（嘉悦孝子） 　消費者としての婦人（井上秀子） 　農村振興と女子の責務（石黒忠篤） 　食糧問題の帰趨（安藤広太郎） 　社会文化と農村 小出満二 女子の工場労働（吉坂俊蔵） 　処女に対する家事教育 甫守ふみ子 児童劇
是ぜ
非ひ
（坪内逍遥）
―
である。
三輪田元道は、処女会中央部理事であり、かつ三輪田高等女学校の校長でもある。かれは「時
代の病弊と婦人の進路」の講演のなかで、こんなことを べている。
―
“社会組織”とは何か。
同人によると、それは制度・習慣・宿命が大筋であり、綱の目を張ったようなものである、と。
社会組織は動かしてはならぬものと信じられていたが、知識の進んだ人間からみれば、すべてうごかしうるものである（一三六頁） 。鳥井
龍りゅう
蔵ぞう
（一八七〇～一九五三、明治から昭和期にかけての考古学者・人類学者）は、正規の教育をほとんどうけず、独学をもって
世界に通0
用する0
学問を大成した篤学の士であった。鳥井の『人類学
上より見たる
我が上代の文化（１） 』 （大正
1・
10）は、一ヶ年国学院大学で講義したものが母
体になっており、 “上代（原史時代）の文化
―
、著者のことばを借りると、
―
高塚を築造した時代の文化
―
を人類学上から観察したもので
ある。
本書は、二十章から構成されているが、鳥井 一般の書にみられるような、 「‥‥章」といったような呼称を用い いない。内容の概略は
―
一 　
高たかまがはら
天ヶ原
（日本の古伝承で、空のうへにある神の国
―
引用者）の位置と
其その
神々 　二 　高天ヶ原とトルコ人の宗教 　三 　
高天ヶ原と蒙古人（
B
uryat ）の宗教 　四 　高天ヶ原の状態 　五 　
太フトマニ
古
・
神カミズトヒシ
集
・
注〆ナハ
連縄
　六 　
天あまてらすおおみかみ
照大御神
と
月つくよみのみこと
読尊
　七 　上代の女性 　八 　
A
rctic 
H
yste-rià としての清姫 　九 　上代人と星神・
素すさのおのみこと
戔嗚尊
と
K
alau 　一○ 　
夜よ
見み
国のくに
＝
底そこ
国のくに
＝
根ねの
国くに　以下、省略する
―
である。
“高天ヶ原”の位置について、古来学者はさまざまの意見をのべている。それを神話としてとらえている者、またそれを歴史上の事実としてみている者、あるいはまたそれを宗教上の信仰としておる者がいる。が、大正時代の見方としては、 “高天ヶ原”は、日本のどこかの国のある場所である、といった考え方が優勢で った。鳥井は徳川時代における、高天ヶ原の位置について、各学者の意見を紹介 いる。
晩年の鳥井龍蔵
100（5）
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大和国高市郡説……………山崎
闇あん
斎さい
（一六一八～八二）江戸前期の儒学者・神道家。
常ひたちのくに
陸国
説……………………新井白石（一六五七～一七二五）江戸中期の儒学者・政治家。
九州の豊前・
豊ぶん
後ご
説………多田
南なん
嶺れい
（一六九八～一七五〇）江戸中期の国学者。
そして明治になっても地上説が有力であったが、新たに“高天ヶ原”は、満州のあたりであろうとか、蒙古であろうといった説まで飛びでるに
いたった。
西雅雄訳『中世の社会思想』 （大正
1・
10）は、マックス・ベーアの書（原書名、刊行年不詳）を反訳したものである。原著者の「第一版 　序
言」によると、四世紀から十四世紀までの社会思想の歴史を包括するものという。とくに宗教会議を開かせた異端的、社会的運動はくわしく取りあつかわれているという。
内容の概略は
―
第一章 　中世の社会思想 　第二章 　民族移動と再興 　第三章 　共産主義から私有財産へ 　第四章 　異端的、社会的運動の本質
　第五章 　カタリ派の普及と迫害である。
原著者によると、古代の共産主義は
―
ギリシャを例にとると
―
主として国家的、物質的目的を眼目とするものであり、近世の共産主義とお
なじものであった。中世の共産主義は 私的経済の増大や教会的権力の増大にたいする、社会的、道徳的反抗であったという。
久保田明光の『社会主義思想の史的解説』 （大正
1・
10）は、大正十一年（一九二二）春、曹洞宗大学（現・駒沢大学）において新たに開設さ
れた“社会政策”の講義案を訂正・加筆して成った書である。
内容の概略は
―
第一章 　社会主義の本質的意義 　第二章 　マルクス以前の社会主義
（空想的社会主義） 　第三章 　マルクス派社会主義 　第四章 　マルクス派社会主義の二つの修正 　第五章 　ギルド社会主義 　第六章 　農業社会主義
―
である。
われわれがこんにち用いている“社会主義”ということばは、だれの発明によるものか。
またその語の出現はいつのことか。久保田はカー・ディール（
K
.D
iehl ）著
 
“Ü
ber 
S
ozialism
us, K
om
m
unism
e, und  A
nachim
us, 1922
”
 を引いて、 「社会主義」 （
S
ocialism
久保田明光著『社会主義思想の史的
解説』。
〔法政大学・大原社会問題研究所蔵〕
（5）99
［英］
,   Socialism
e ［仏］
,   Sozialism
us ［独］ ）という語の由来について語っている。
“社会主義”といった原語は、フランス語の
S ソシャリスムocialism
e であり、初期の社会主義者サン・シモンの徒弟ジョンシェールが、一八三二年サン・シモ
ン主義の機関誌『グローブ』において、この語を使ったのが初めとされている。
ついで時代はくだって、一八三五年にイギリスのロバート・オーエンの主催のもとに設けられた「全国民の全階級の団体」 （
T
he A
ssociation of 
all classes of all N
ations ）といった組織に関してなされた論議において、
“Socialist ”（社会主義者）とか
 
“Socialism
”（社会主義）といったことば
が広く用いられた。
ちなみに、わが国において“社会主義”ということばが初めて使用されたのは、明治十五年（一八八二）五月のことであったようだ。同年同月、
肥前島原において創立された「東洋社会党」の一員が、長崎警察署に提出した上申書のなかに、 「
嘗かつ
て太政官の
告こく
諭ゆ
文中にも上下を平均し、人権
を
斎さい
一いち
にする
云うん
ぬ々ん
の語あるも道義に
基もと
づかれたるにて、
即すなわ
ち
社会主義0
なり」とある。
わが国で刊行された書物のなかで、 “社会主義”という語が初めて用いられたのは、 『現時の社会 義』 （民友社、明治
2）である（久保田著、
三頁） 。その後、社会主義という語は、ひろく世人の口に ぼるようになった。
久保田は、第一章
―
第二節のなかで、カール・ディールの言説を引きながら、 “社会主義”の概念について語っている。ディールによると、
広義における社会主義とは 財産の個別的所有を否定し、共同的財産（
G
em
eineigentum
）こそ最良とする考え方である。このような考え方は、
別名“集産主義” （
K
ollektivism
us ）という。
一方、生産手段のみを共有し、消費手段の私有を否定しない立場を、狭義の社会主義という。 “共産主義”は、生産手段ばかりか消費手段も共
有することを主張する考え方である。
円つむらや
谷
  弘ひろし
（一八八八～一九四九）は、日本大学法学部に学んだのち、京都帝国大学哲学科（選科）に入学し、米田庄太郎の指導をうけた。のち
母校日本大学に奉職し、社会学科主任を長くつとめ、後進の育成につくし
かれは大正十一年（一九二二）六月から大正十三年（一九二四）九月まで、文部省在外研究員 して欧米に留学し、帰国後各国の視察巡遊記を
まとめたが、それは『社会学徒の描く世界』 （大正
1・
10）と題して刊行された。
内容の概略は
―
印度の悲劇 　仏蘭西の文化 　獨逸の
思おもいで
出　伊多利の旅 　英国の印象 　米国の新文明
―
である。
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著者によると、 “文化模倣国”に生まれた日本人には、 “洋行”はあこがれの星であったという。学窓を出てから、著者がこいこがれていたもの
は、外国に行くことであった。しかし、その念願もついにかなった。
大正十一年六月一日
―
、円谷は新しい友人らに見送られて、神戸の埠頭を伏見丸で船出した。七月中旬にはパリに入り、月末にドイツに入国
した。半年ほどベルリンで暮らしたのち、翌年菜の花をみながら南独フライブルクに移った。のちこの大学町をあとにすると、南仏のジャンレバンに移り、そこで一冬を寒さをさけながら送った。
陽春の四月
―
イタリアへ旅立ち、その巡遊ちゅうに古代文明をしのび、やがてスイスを経て、三たびパリ入りをした。五月中旬、ロンドンに
わたり、スコットランドを遊し、七月末リバプール港よりニューヨークへとむかった。やがてニューヨーク、シカゴ、シアトルと炎熱に悩まされながら、旅をつづけ、シアトル港を出帆し、ついに大正十三年九月十三日なつかし 故国に帰着した。
三年ちかい旅は、夢のようにすぎ、息子の帰りを待ちわびていた母親が、横浜の波止場に迎えに出ていた。ひさびさ 対面、涙なしに語るをえ
なかった。……
円谷は、ロンドンで下宿生活をした。春雨のしと〳〵とふる、ある朝のこと、かねて心がけていたカール・マルクスの墓参に出かける決心をし
た。宿の女主人の、 「グッドモーニング」のことばに送られて下宿を飛びだした。
目ざすは「ハイゲート墓地」である。地下鉄をのりかえ、さんざん道を聞きながら、ついに目的地にたどり着くことができた。花屋でありとあ
らゆるバラを全部買いあげ 鉢植の花も買って、マルクスの墓前に捧げた。そして、生前薄幸のこの学者に敬意を表した。
しばし、眼をつぶった。感慨無量である。墓前を辞したとき、雨もやんでいた。夕ぐ
れ、円谷は帰途についた。なお、余談ながら、マルクスの墓のすぐ前に、ハーバート・スペンサーの墓があるのだが、円谷はそれについて何も語っていない。
辻春緒の『日本建国神話之研究 　全』 （大正
1・
10）は、一般読者の関心をかんがえ、
また学術的研究をかねて、 “神代史の物語”を解釈したものである。が、ときに本書は、記紀の研究、神道論、
神じん
祗ぎ
史といったほうが適切な点もあるという（四頁） 。
内容の概略は
―
第一章 　総論 　第二章 　三貴神の出生及び分治の物語＝神代史の構
辻春緒著『日本建国神話之研究　全』。
〔法政大学・大原社会問題研究所蔵〕
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成 　第三章 　高天原に於ける
天あまてらすおおみかみ
照大神
と
素すさのおのみこと
戔嗚尊
の物語 　第四章 　出雲に於ける素戔鳴尊の物語 　
第五章
大おおくにぬしのみこと
国主命
の物語 　第六章 　
高たかまがはら
天原
の出雲征討の物語 　第七章 　
天てんそんこうりん
孫降臨
の物語 　第八章 　
山やまのさち
幸
海うみのさち
幸
の物語 　第九章 　
伊い
弉ざ
諾なぎ
伊い
弉ざ
冊なみ
二神 生成の物語 　第十章 　
別わけ
天てん
神じん
五代及び天神七代の
物語
―
である。
浅あさ
野の
研けん
真しん
（一八九八～一九三九）は、昭和期の労働者教育運動家、仏教社会学者である。真宗大
谷派の寺に生まれ、尾張中学校を経て、日本大学専門部社会科にまなび、のち同大学社会学研究室の助手になった。大正十四年（一九二五）東京労働 校の主事をつとめ、労働者教育にあたった。
昭和三年（一九二八）文部省留学生として渡仏。帰国後、仏教社会事業、仏教社会学に関心をよせた。著述も多いが、日本大学社会学科の生ん
だ逸材のひとりである。
浅野研真の『インタナショナル発達史』 （大正
1・
11）は、社会主義運動の国際組織「国際労働者協会」 （
International W
orker
’s A
ssociation ）
の発達史を研究したもの り、労働運動を論じる者が知っておかねばならない基本的事項について叙したものという。
内容の概略は
―
第一章 　緒論 　第二章 　インタナショナル前史 　第三章 　第一インタナショナル 　第四章 　第二インタナショナル 　第五章 　
第三インタナショナル 　第六章 　共同戦線と最近の状勢
―
である。
国際的プロレタリア解放運動 合ことばは、 「万国の労働者、団結せよ！」といった マルクス、エンゲルスの『共産党宣言』の結語である。
が、このことばは必ずしも国際労働者協会を生んだわけではなかったという。十九世紀のヨーロッパにおける共産主義運動の興起は、フランソワ＝ノエル・バブーフ（一七六〇～九七、フランス革命期の革命家）の思想に起源をもち、権力奪取や革命独裁をめざすかれの考えは、 ちにマルクスやレーニンに影響をあたえた。
太田利一の『農村社会問題の
趨すう
嚮きょう
』 （大正
1・
12）は、多年論議せられてきた複雑多岐にわたる農村問題の現実性とその方向をみきわめようと
したものである。
農村問題といってもいろいろあるが、何といっても争議の中心は、地主と小作人とのあらそいである。地主と小作人との関係は、封建的遺物の
ひとつであり、両者のあいだには主従関係が存在する。
浅野研真
（『社会学徒』第  巻・第 8 号）より。
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著者は、大正期の“小作争議”を、つぎのように通観している。大正七年（一九一八）ごろまでは、地主にたいする小作人の要求の多くは、凶
作その他を理由とする“消極的な嘆願”が多かったが、大正九年（一九二〇）以降は、小作争議は急進的となり、経済的地位の向上をめざす、“積極的運動”に変わっていったという。つまり小作人は、それまでとはちがって、いっそう権利を主張するようになったことである。
小作人は豊作や凶作を問わず、機会のあるつど地主に要求をもちだすようになった。減収があれば、地主に“
歩ぶ
引び
き” （割引き）を迫ったり、
肥料が高くて採算がとれないとか、米価がひくすぎるなどといった苦情を持ちこんだ。
地主のほうからすれば、小 人に土地を貸してやっているのは“なさけ”から出たことであった。小作人から“小作米”の減額を要求され と、
地主は往々にして、返地をも めてこれに対抗した。すると小作人は、小作組合などを結成し、集団の力をたのみとするようになった。地主たちはそれに対抗して地主組合などを組織し、ここにおいて、両者のあいだにはげしい争議が発生するにいたった。
内容の概略は
―
第一章 　農村社会問題の意義 　第二章 　小作争議に関する考察 　第三章 　小作組合の近代的色彩 　第四章 　地主組合の実質
並ならび
に対応策 　第五章 　農民運動 　第六章 　結論
―
である。
嘉冶隆一の『近代ロシア社会史研究』 （大正
1・
12）は、著者によると、十九世紀のはじめから最近までのロシア社会（無産階級独裁の国）の
推移についての研究だという。そしてこんにちのロシアは、世界 おける革命運動のもっとも勇ましい“先導”となっているという。
本書は四六一頁もある大著である。内容の概略は
―
　第一篇 　第一章 　ロシア社会主義運動史 　第二章 　デカブリスト研究 　第三章 　ロシア
社会運動史上の二潮流 　第四章 　ロシア労働運動史 　第五章 　ロシア無産政団綱領研究 　第六章 　ロシア社会民主労働党の分裂と発達 　第七章 　ニコライレーニン伝 　第八章 　労農ロシアとアナアキスト 　第九章 　労農ロシアとＩ・Ｗ・Ｗ 　第十章 　労農ロシアに於ける労働者教育
第二篇 　第一章 　ロシアに於ける資本主義の発達（エンゲルス） 　第二章 　ロシア革命 経済的基礎（トロツキイ） 　附録 　ロシア史年表
―
で
ある。
岡島亀次郎訳『社会伝統論』 （大正
1・
12）は、フェビアン協会（一八八四年にロンドンにおいて設立されたイギリスの漸進的社会主義思想団
体）の執行委員にして、かつロンドン
スクール・オブ・エコノミックス・エンド・ポリチカルサイエンス経済学および政治学校
の教授グレアム・ワラスが著した『わが社会的遺産』 （
O
ur Social 
H
eritage, 1921 ）を反訳したものである。
内容の概略は
―
第一章 　序論 　第二章 　労働及び思想に於ける社会的伝統 　第三章 　団体協同 　第四章 　観念及び事実としての国民 　第五章
（58）95
　国民的協同の統制 　第六章 　自由業団体 　第七章 　自由 　第八章 　権利、名誉及び独立 　第九章 　世界的協同 　第十章 　立憲君主政体 　第十一
章 　科学 　第十二章 　教会
―
である。
原著者によると、人間の“社会的伝統”とは、われわれの教養について述べたものである。われわれの“教養”は二つの部分にわか
た
れるとい
う。第一の部分は、みずから獲得する教養である。第二の部分は、教師からおそわる社会的作用によるものであり、それは代々伝えられた知識や方策や習慣よりなる。 “社会的伝統”とは、この第二の部分のことを指すという（三頁） 。
西雅雄訳『近古の農民戦争』 （大正
15・１）は、ドイツの社会運動史家マックス・ベーアが著した『社会主義通史』 （原題および刊行年不詳）を
反訳したものである。訳者の西は、これまでベーアのものをいくつも訳している。
内容の概略は
―
第一章 　中世の没落 　第二章 　農民の反乱 　第三章 　国民的及び異端的＝社会的運動 　第四章 　一五一六＝一五三五年に於け
るドイツの社会的反乱 　第五章 　ユトピアの時代 　第六章 　イギリスのユトピア 　第七章 　イタリヤのユトピア 　第八章 　フランスに於ける社会批評とユトピア 　附録
―
である。
本書は、十四世紀から十八世紀までの農民戦争とユートピアを取りあつかったものである。中世の崩壊は、新しい経済が勃興した結果であり、
農民階級によるはげしい内部闘争によって完成した。土地貴族や都市貴族にたいするさまざま 抗争、労働者による反乱、ドイツにおける農民戦争、宗教改革などについて描かれている。
ついでイギリスのトーマス・モーア、イタリアのトーマス・カムパネラなど ユートピア、フランスのメリエ、モールリー・マーブリーら社会
批評家などの言説について叙され いる。
福本
和かず
夫お
（一八九四～一九八三）は、昭和期のマルクス主義理論家である。松江高校教授のとき、フランス・ドイツに留学した。帰国後、日本
共産党に入った。が、昭和三年（一九二八）の三・一五事件により逮捕され入獄。戦後は日本ルネッサン 研究をつづけた。
福本は大正十四年（一九二五）十一月、京都帝国大学学友会に招かれ、社会進化論講座のために一連の講演をおこなったが、そ ときのノート
に手を入れて成ったのが『社会の構成＝並 変革の過程』 （大正
15・２）である。
内容の概略は
―
一 　序論
―
この問題探求の要求 　二 　この問題が唯物弁証法的に把握せられうるに至る根拠
―
条件 　三 　対象と端初 　四
　概観 　五 　純経済過程 　六 　国家過程並に社会的＝精神的＝生活過程 　七 　意識過程 　八 　国際過程 　九 　世界過程 　十 　諸過程間の関係 　十
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一 　要約
―
社会形像の表式 　十二 　社会変革の過程
―
社会変革過程の表式
―
である。
著者によると、哲学者はこれまで何をしたかといえば、世界を解説したにすぎないという。しかしながら、いちばん重要な問題は、世界の説明
ではなくて、その変革なのである。無産者階級は、いま“方向の転換期”にあるという。プロレタリアートは、その組織のすべてを凝視し、社会の構成
―
変革のすべての過程をじっくりみつめ直さねばならぬという（ 「序」 ） 。
社会はどのように構成されているのか。また社会は、どのように変革されてゆくのか。それらの過程を考察するのが著者の課題であった。無産
階級の“方向転換”を可能にするものは、マルクス主義的認識によらねばならぬという。
帝国主義のつぎの段階としてやってくる時代は、無産者革命の時代という。高畠素之の『マルクス十二講』 （大正
15・３）は、マルクスの人と生涯と事業（学説）について、通俗書のかたちをとって、やさしく説いたも
のである。著者によると、 “流行思想”の盛衰は、帽子や靴下のはやりすたれと同じであり、目まぐるしく、絶え間なしに開展してゆくという。
しかし、流行とかかわりないのが、マルクス主義である。マルクスの思想が日本にお て流行して、もう十年 なると う。その間に多少の浮
沈はあったが、おおむね冷熱を示すことなく、 “熱病的歓迎”を維持しているという。
内容の概略は
―
第一講 　マルクスの生涯及び事業 　第二講 　マルクスの唯物哲学説 　第三講 　マルクスの唯物史観説 　第四講 　マルクスの国
家学説 　第五講 　マルクスの資本主義 　第六講 　マルクスの労働価値説 　第七講 　マルクスの余剰価値説 　第八講 　マルクスの分業及び協業説 　第九講 　マルクスの機械学説 　第十講 　マルクスの資本蓄積説 　第十一講 　マルクスの利潤説 　第十二講 　マルクス 地代説
―
である。
マルクスの思想は、他のはやりの思想となんら変るところがないが、かれの研究対象は人類
社会の発展であり、資本主義制度の分析であった。『ルボンの群衆心理説』 （大正
15・４）は、矢部周
著0
となっている。が、じっさいは
 
“L
a 
P
sychologie des foules, 1895
”（ 『群衆心理』 ）を反訳したものである。
内容の概略は
―
第一章 　群衆の一般的性質 　第二章 　群衆の感情並に道徳 　第三章 　群衆
の推理並に想像 　第四章 　群衆の宗教的確信 　第五章 　群衆的意見の誘導（遠因） 　第六章 　群衆的意見の激発（近因） 　第七章 　群衆の指導者と指導術
高畠素之著『マルクス十二講』。
〔早稲田大学中央図書館蔵〕
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第八章 　群衆の意見の変化範囲 　第九章 　各種群衆の分類 　第十章 　犯罪的群衆の諸性質 　
第十一章 　陪審官の群衆性 　第十二章 　選挙上の群衆 　第十三章 　合議上の群衆
―
である。
原著者によると、 “群衆”の概念は、通俗的な意味と心理学的な意味とでは、ちがうという。ふつう“群衆”といえば、単なる個人の集団であり、また雑多な個人の集合のことをい 。が、心理学上で “組織された群衆”をいうらしい。“群衆心理学”は、群衆の一部としての個人と、孤立独存する個人のちがいがどこにあるかを、実証的かつ推理的に説明する学問のことらしい。
室伏高信の『共産主義批判』
( 大正
15・５
) は、共産主義の根本原理や本質について論究したものである。
内容の概略は
―
共産主義の理論 　共産主義の農村政策 　第三インタナショナル 　第四インタナショナル 　労働反対 　ボルシエヰキの虐政の話
　ロオザ・ルクセンブルク女史のロシア 　革命論を読む
―
である。
著者の“共産主義”についての考えは、いまも変わることがないという。かれにとっての共産主義とは、
急ボルシェビズム
進的社会主義
にほかならないのであ
る。共産主義における根本原理とは、無産者階級（共産党）による“独裁政治”である。無産者階級による独裁政治は、じつのところ無産者階級のうえに加えられた
支配政治0
でもある。
ロシアの共産党による政治は、独裁政治であり、その本質において
資ブルジョアジー
本家階級
の政治となんら変るところがない、という。
金原賢之助訳『マルクシズム批判
―
原題「社会主義の前提と社会民主党の任務」 』 （大正
15・５）は、ドイツの社会民主主義者エードゥアル
ト・ベルンシュタイン（一八五〇～一九三二）の名著を反訳したものである。原著者は、一八七八年社会主義鎮圧法によって故国を追われ、スイスを経てロンドンに渡り、エンゲルスと接触した。 ちフェビアン協会社会主義者と交わ につれて、マルクス主義に懐疑的 なり、修正主義の理論家となった。
小野
武たけ
夫お
（一八八三～一九四九、明治から昭和期にかけての農民経済史家）の『日本村落史考』 （大正
15・５）は、諸雑誌に発表した十篇の論
文をまとめて一書とし ものである。著者はわが国の“村落史学”の第一人者であり、その精緻な研究は、当時の学界からも高い評価をうけた。“
村そん
落らく
”とは、村のことである。著者によると、村はかって血縁者の集生する地域であった。が、時が移りかわるにつれて、農民の“
聚しゅう
落らく
” （む
小野武夫著『日本村落史』。
〔専修大学附属図書館蔵〕
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らざと）に変ったのである。
本書に収めた十篇の論考は、村落および社会史に関したものであり、書面の往復、著者じしんの実地踏査、文献記録の贈与をうけたりして、稿
をなしたもの いう。
内容の概略は
―
第一篇 　近世村落発達史概論 　第一 　村落の構成 　第二 　村落の外部的関係 　第三 　村落の社会生活 　第四 　明治維新と村落
の変遷 　第二篇 　村落制度に関する諸研究 　第一 　長門萩町の千年百姓 　第二 　安政年度
讃さぬき
岐
農民の越境騒動
第三篇 　小作制度に関する諸研究 　第四篇 　徳川時代の長命者 　外篇
―
である。
著者がかたる日本村落の特色 ついてのべてみよう。日本の“村落”は、二つに分けることができる。一つは“密居的村落” 、もう一つは“疎
居的村落”である。日本の村落は、だいたい“密居制”をとっているが、その理由として考えられるのは、つぎのような点である。
第一に考えられるのは、外敵（強盗、野武士）に対する防衛として、一ヵ所にまとまって暮らした いうこと 第二の理由は、稲を栽培するつ
ごう上、水田と畑地にわけ、家を乾田に片よせてつくった。村は高地または山沿いにつくった。第三の理由は、寺院、泉水、豪族の館を中心に村をつくる必要があった。
室伏高信は、先に『共産主義批判』 （大正
15・５）を公刊したのにつづいて、こんどは第二作『社会主義批判』 （大正
15・６）を著わした。前者
は、著者が社会主義研究に入った第一年に発表した作品だという。後者は、日本における社会主義研究がもっとも盛んであった大正九、十年（一九二○ 一九二一）ごろ、ギルド社会主義の研究に熱中していたときの産物であるという
内容の概略は
―
社会民主主義 　社会主義の
陥かん
穽せい
（おとしあな
―
引用者） 　ギルド社会主義 　ギルド社会主義と国家及び自由 　ナショナル・
ギルド問答 　信用社会主義 　モリスの芸術的社会主義 　日本の社会主義
―
である。
日本における社会主義運動の起源 明治十五年（一八八二）のことであり、樽居藤吉という人が“社会党 組織 くわだて ときに始まる。
が、この計画は、反響をよぶことなく、失敗におわ という（ 「 社会主義」 ） 。
円つむらや
谷
  弘の『現代社会政策』 （大正
15・６）は、ヨーロッパ留学をおえて帰国後、社会問題の渦中のなかに立ち、日本社会をじっくりみつめるこ
とによって そ 解答をえようとしたものである。著者によると、社会政策は、近代の産物である社会問題の存在 前提とす という。
社会問題は、過去と異なる社会意識、価値意識の所産でもある。
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内容の概略は
―
第一章 　社会問題の意義 　第二章 　社会政策の基調 　第三章 　社会政策の主
体 　第四章 　最低賃金 　第五章 　社会保険 　第六章 　労働争議 　第七章 　都市計画 　第八章 　芸術政策 九 宗教政策 附録
―
である。
沖縄人の
佐さ
喜き
真ま
興こう
英えい
（一八九三～一九二五）は、大正期の民族研究家である。東大卒業後、法
曹界に入り、判事となった。学生のときから沖縄古代社会の女人支配に興味をもち、 『女人政治考』 （大正
15・６）の完成をまたずして病没した。没後、その原稿は、柳田国男の「小序」をつ
けて刊行された。
内容の概略は
―
第一章 　緒論 　第二章 　女治と母権 　第三章 　母系 　第四章 　女治の基礎
―
である。
『マルクスの民族、社会並に国家観』 （大正
15・７）は、東京帝国大学社会科学研究会の一分科
―
法制研究会が、ドイツの経済史家・社会学者
クーノー（
C
unow
, H
einrich W
ilhelm
 C
arl, 182 ～
19 ）の述作『マルクスの歴史、社会ならびに国家理論』第二巻（
“D
ie M
arxsche G
eschichts, 
G
esellschafts-und Staatstheorie 2. B
d
”）ちゅうの第一章「民族、社会ならびに国家」 （
N
ation, G
esellschaft und Staat ）を反訳したものである。
内容の概略は
―
一 　民族の概念 　二 　民族の生成 　三 　性格共同態としての民族と原語共同態としての民族 　四 　民族共同態と宗教共同態 　
五 　民族感情と階級別 　六 　民族と国家との相互関係 　七 　民族国家 　八 　民族問題と民族性問題 　九 　マルクスの見解による民族性主義と政治的進歩
―
である。
原著者による、従来の社会学説は、 “社会”を個人の単なる集合とみなし、国家や民族を社会と同一視したという。しかしながら、マルクスの
区分にしたがうと、民族・国民・教会・階級・家族は、社会の発展過程から成生してきた“共同態”または“複合的生活共同態”であるという。
浅野研真の『日本労働運動小史』 （大正
15・８）は、一一八頁の小著である。著者によると、日本における労働運動の見るべきものは、第一次
世界大戦以後であるといい 本書は「簡単に日本に於ける労働運動 史的発展を記述したもの」 （ 「小引」 ）とのことである。
内容の概略は
―
緒論 　第一篇 　明治時代の労働運動 第一章 　明治時代前期 第二章 　明治時代中期 　第三章 　明治時代後期 　第二篇 　大正
時代の労働運動 　第一章 　大正時代初期 　第二章 　世界大戦以後 　附録
―
統計
―
である。
“労働運動”とは何か。また“労働者階級”とは何か。著者が説く労働運動とは産業革命の結果、資本家階級によって、圧迫され、搾取されて
浅野研真述『日本労働運動小史』
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いる者が、みずからを開放せんとする運動のことである。その運動は、両者の階級闘争となって現れている。
労働者階級とは、無産者階級
―
労働者が属する社会階級のことである。労働者とは、肉体的な労働により生活しているもの、資本家に労働を
提供し、賃金をもらって生活している者の意である。
日本に於ける労働運動 政治革命である明治維新後、産業革命がおこるや歴史的必然として起こったものである（八頁） 。鈴木鷲山の『マルキシズム
駁ばく
論ろん
』 （大正
15・９）は、新聞雑誌に発表した通俗的な記事をあつめて一書としたものである。が、大正八年（一九
一九）
―
第一次世界大戦以降
―
わが国に浸透してきたマルクス思想を非難痛撃するために、著わした書のようである。著者のみるところ、マ
ルクス主義は、
社会にたいする害毒0
にほかならず、それは「武力的困難よりも恐るべき思想的困難」 （ 「序文」 ）だという 要するに本書は、マル
クス反駁本である。
内容の概略は
―
第一章 　自然科学と社会科学 　第二章 　共産主義撲滅論 　第三章 　マルクスと物理学 　第四章 　哲学及び自然科学より観たる
マルクスの十五大欠点 　第五章 　過激社会運動取締法案に対する反対論の厳正批判 　第六章 　無智と毒悪を暴露せる無産政党綱領 　第七章 　資本主義矯正の真締 　第八章 　
噫ああ
、治安維持法は死法か 　第九章 　マルクス『資本論』序文の厳評 　第十章 　『附録』平等論の新研究（前篇）
―
で
ある。
著者によると、カール・マルクスの眼目的主張は、 “民族の特徴の徹底的否認”と“所有権の否認”だという。そして、わが国の共産主義者は、
良心が滅して魔心に取りつかれ、外国の犬となって自国を売ったり、自国を呪ったり、人間否認の
偽にせ
学問を売り、人をまどわし、社会を
攪かく
乱らん
して
いるという。マルクス主義の誤謬と毒悪がわかるにつれて、著者の憤怒と憎悪だけがますますふえて った。
神永文三訳『マルキシズムの崩壊』 （大正
15・９）は、コロンビア大学経済学教授ヴラ
ヂミル・シンコヴ
ヰ
ッチの『マルクス主義対社会主義』 （
M
arxism
 versus Socialism
, 191 ）
を反訳したものである。
マルクスの全思想は、哲学的方面、社会学的方面、経済学的方面を包含するものである
が、批評もこれらの諸方面に生ずるという 原著者はスラブ系の学者のようであるが、ど
シンコヴヰツチ著『マルキシズ
ムの崩壊』。
〔早稲田大学中央図書館蔵〕
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ういう経歴のひとかつまびらかにしない。
訳者によると、
マルクスは飢えた日本の思想界に投ぜられた0
“
分厚なパン0
”であり、
われわれ日本人は夢中になって0
、
それにかぶりついたと0
い
う。日本人は“社会主義”を摂取することに忙しく、またマルクスの思想そのものを理解する必要があったという。
これまでマルクスに関する書物が、すくなからず刊行されてきたが、同人を批評した書物の数は、けっして多くはないのである。マルクスの思
想が日本国内に浸透するにしたがって、それを
疫病視0
したり、それにたいする予防策を講じる要求がでてきたのは、自然のなりゆきである。本書
は、マルクス社会主義にた する批判もしくは反対論を扱ったものである。
内容の概略は
―
序 　第一章 　マルクス価値説の役目に関する通俗の誤解 　第二章 　マルクス社会主義の要領 　第三章 　唯物史観 　第四章 　生
産集中説 　第五章 　中産階級衰滅論 　第六章 　貧困増大説 　第七章 　労働者生活状態の統計的観察 　第八章 　マルクス以前の階級闘争観念 　第九章 　マルクス階級闘争説
第十章 　恐慌説 　第十一章 　社会革命及び必然的崩壊 　第十二章 　マルクス価値説の破綻 　第十三章 　マルクスの永遠 正義
―
結論
―
であ
る。
杉山
元もと
治じ
郎ろう
（一八八五～一九六四）は、大正から昭和期にかけての農民運動家である。大坂に生まれ、東北学院神学部にまなび、のち東北にお
いて伝道と農民の生活改善にしたがった。農民運動の指導者となっ り、戦前戦後、衆院議員として活躍した。
杉山の『小作争議の実際』 （大正
15・９）は、農村問題叢書ちゅうの一冊であり、時代の
進しん
運うん
（進歩）につれて、本をよむようになった農民の
ための教科書でもあった。
著者によると、日本の社会問題のうちでいちばん重要なものは、 “農村問題”である。そしてその農村問題のなかで、もっとも重要な問題とい
えば、 “小作問題”であった。本書は、小作問題の原因より発展の状態について示し、さらに地主と小作との戦いの実況、その解決の方策などについて記したものという（ 「序にかへて」 ） 。
内容の概略は
―
序文 　第一章 　小作争議の大勢 　第二章 　小作争議の発生原因 　第三章 　小作争議目標 進化 　第四章 　小作争議と労働争議
との対照 　第五章 　小作争議 特質 　第六章 　小作争議戦術の展開 七 地主の対抗と法廷争闘 　第八章 　小作争議と社会的諸反影 　第九章
　小作争議の解決策 　第十章 　小作争議調停法の二方面
―
である。
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一般農民は、封建時代から大正の御世にいたるまで、いちじるしく地主に“搾取”されてきた。著者によると、小作争議の発生件数は、大正六
年（一九一七）に八五件であったものが、大正十年代に入ると、三けたの数に急上昇し、大正十三年（一九二四）には、一、二八八件にまでなった。そして小作争議は、全国におよんでいる。
小作争議は、日本の社会問題のなかで、もっとも重要な位置をしめているものの一つである。その発生原因の最大のものは“凶作”であり、つ
いで“小作料の高率” “生産費および物価の高騰” “物価価格の下落”などである。当面の小作争議の解決策は、農家をすこしでも豊かにすることだと う。
小作農は、
種た
子ね
や肥料代、農具
捐そん
料りょう
・労働賃金などを先引きし、余った金を地代や生活費にまわして生活を営むのであるが、作物の六割ちかく
を地主にしぼり取られるから、生活はけっして楽とはいえなかった。
大林宗嗣訳『社会に関する新見解』 （大正
15・
10）は、イギリスの空想社会主義者ロバート・オーエン（一七七一～一八五八、徒弟奉公から身
をおこし、のち
撚ねん
糸し
会社を設立した）の代表的著書の反訳である。原書名は『社会に関する新見解、又は性格構成の原則ならびにその原則の実際
適用論』 （
A
 N
ew
 V
iew
 of Society; or, E
ssays on the P
rinciple of the H
um
an C
haracter; and the A
pplication of the P
rinctiple to P
ractice, 181 ～
181 ）で
ある。本書は、四つ 小論文から成りたっている。
それらは、当代のイギリスの政治組織 その政治組織によってできている社会制度にたいする批評、また社会の構成員である人間の性格構成論
などである。内容の概略は
―
一 　訳者序言 　二 　社会に関する新見解序 　三～十までが性格構成論 　附録 　一 　ニユーラナーク講話 　二 　ロバ
ート・オウエン年代誌 　三 　ロバート・オーウエン著書資料
―
である。
井原
糺ただし
の『マルクスの唯物史観』 （大正
15・
10）は、著者のじっさいの著述ではなくて、
ベネデット・クローチェ（一八六六～一九五二、イタリアの哲学者・政治家・歴史家）の『唯物史観とマルクス経済学』の前半部分を反訳したものである（ 「序文」 ） 。
本書は唯物史観の解説書というより、形而上学とマルクス主義との関係、科学とマルクス
主義との関係などについて論じたものである。原著者が雑誌その他に発表した断片的論述をまとめ一書としたものである。内容の概略は
―
序文 　第一章 　唯物史観の科学的形態 　第
井原糺著『マルクスの唯物史観』。
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二章 　社会経済学として観たる唯物史観 　第三章 　マルクシズムの概念の解釈及批判 　第四章 　唯物史観の理解
―
である。
黒正厳の『農業共産制論』 （大正
15・
11）が、著者が京都帝国大学の夏期講演会で講述
した草稿をまとめ、書物としたものである。しかしながら本書の多くの部分は、もとより著者の創見によるものではなく、先達 開いた学問を祖述したものである。“農業共産制”は、ドイツ語の
 A
grarkom
m
unism
us  を訳したものである。 “農耕”が社
会のおもなる経済形態をなす原始時代において
―
社会の構成員が一定期間、一定の土地
の配給をうけ、そこから収益をえ、経済を営む社会組織を“農業共産制”という。
これは一名、 “村落共産制”または“土地共有制”ともいう。血縁を異にする人間があつまって村落を形成し、土地について“共産制”がおこ
なわれるからである。
内容の概略は
―
緒論 　第一章 　農業共産制研究の学史的概観 　第二章 　獨逸のマルク（
M
ark ︱
市町村所属地の意
︱
引用者）共産体 　第
三章 　ロシヤのミール共産体 　第四章 　支那上古
特とく
に周代に於ける土地制度 　第五章 　
班はん
田でん
収授制（律令時代におこなわれた定期的耕地割換法
―
引用者）とその以前の社会組織 　第六章 　雑篇
―
である。
古代ゲルマン人のあいだでは、農業共産制を原則とし、土地の私有はなく、耕地を定期的に抽せんし、分配した。 た、デンマークやアフガニ
スタン、高地スコットランドその他の地方においても、
土地共有制0
をとったけはいがみえる。
著者によると、人類は過去に理想社会を享有したが、 “私有財産制”が成立したことによって、人類は堕落 たという。阿部弘蔵の『日本
奴ど
隷れい
史』 （大正
15・
11）は、四四七頁もある大著である。日本において
良りょう
民みん
（一般の
民たみ
）の地位から遠くはなれ、良民と
伍ご
す
ることができない種類のひとびとの歴史を記した書物である（ 「例言」 ） 。ところで“奴隷”の意であるが、こんにちこの語は、人間としての権利・自由をみ められず、他人 支配をうけ、さまざまの労役に服し、さらに売買の対象とされる者を意味する。
が、著者が本書において用いている意は、もっと多岐にわたり、古代の
奴ぬ
婢ひ
（しもべ）や
部かきべ
曲
（山和朝廷時代における、豪族の
私有地0
）にはじ
まり、上代の
乞こつ
食じき
・
餌え
取とり
（牛や馬を殺すひと） ・遊女・
夷い
俘ふ
（俘虜） ・
家け
人にん
（律令制時代の賎民） ・
陵りょうこ
戸
（皇族の墓守、賎民のひとつ） ・
官かん
戸こ
（役所
阿部弘蔵著『日本奴隷史』。
〔早稲田大学中央図書館蔵〕
8（7）
社会学伝来考
に配属された賎民） ・
雑ざっ
戸こ
（技術をもって仕えるもの） ・
品とも
部べ
（職能をもって朝廷につかえる者） ・
雑ぞう
色しき
（雑役をつとめる従者） 、中世の田楽・猿
楽・
妾しょう
・小者・足軽・若党・近世における穢多・非人（無宿、こもかぶり） ・
奴ど
女じょ
（女のしもべ） ・水替人足・宿場人足・角兵衛獅子・軽業児・歌
舞妓役者・
陰かげ
間ま
（舞台に出ない少年役者） ・町芸者・
家け
抱ほう
（小作農） ・
織おり
婦ふ
・中間・下女にまでおよんでいる。
要するに本書は、社会における
賎せん
者じゃ
（身分のひくい人間）の変転推移の歴史を叙述したものである。内容の概略は
―
序 　例言 　引用書目 　第
一章 　奴隷の起原 　第二章 　奴隷の定義 　第三章 　世期の区別 　第四章 　上世期
甲こう
部奴隷の種類 　第五章 　上世期甲 　第六章 　上世期
乙おつ
部奴隷の
種類 　第七章 　上世期乙部通論 第八章 　中世期奴隷の種類 　第九章 　中世期通論 　第十章 　近世期奴隷の種類
第十一章 　近世期通論 　第十二章 　三世期奴隷の概数 　第十三章 　奴隷境遇の概要及ひ服装の有無 　第十四章 　奴隷種類表 　第十五章 　奴隷系
統図 　第十六章 　奴隷類似の良民品種 　第十七 結論
―
である。
人をさげすんだり、他人の身をしばり、その意志にかかわらず、使役に駆りたてたりすることは、人道にもとる行為である。著者は、じぶんの
考えに従うところをもって、これをおこなうは自主の真義、自主の精髄である、と語っている。
後藤朝太郎の『支那の社会相』 （大正
15・
11）は、六六○頁もある大著である。隣国
―
“中華民国” （現・中華人民共和国）のあまり知られて
いない事柄について叙したものである。従来 わが国の中国研究は その思想・宗教・文学の方面から、歴史・政治・外交・芸術・
本ほん
草ぞう
（草木）
などが中心であり、社会や民族の生活そのもの
―
社会全般の現象
―
は
等とう
閑かん
視し
されていた。が、著者は前後二十数回この国を訪れ、各地を
跋ばっ
渉しょう
し、各階層のひとびととも寝食をともにし 透徹せる観察力をもって中国社会を考究した。
著者がとくに重視した点は、
―
中国がいかに覚醒しつつあるか。中国の社会、学界、芸術、
戦争、外来思想などは、どのような色彩をとって、どのような方向に進みつつあるのか。さらに中国の各省、都市の風物や情緒にあらわれた社会相の特色をさぐったり、中国人の心理にも分け入ることであった。
本書は、 「天篇」 「地篇」 「人篇」の三部から成っている。内容の概略は
―
天篇 　一 　新しい支那の思想的傾向 　二 　支那印象の改造 　三 　愛国運動
の裏面から見た支那の社会観 　四 　支那青年学生の思想や学問の自由は徹底的なり 　五 　支那
フェリー著『実證派犯罪学』
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学生から見た民国の社会的傾向 　（中略） 　地篇 　四十二 　支那の人情 　四十三 　支那の家庭 　五十一 　支那大陸の生みたる四庫全書の偉観 　五十四 　山東の風物に憧憬して（中略） 　人篇 　六十七 　
波は
止と
（防波堤）生活に親しめる支那の人々 　七十二 　南洋も
亦また
支那人の天地（世界） 　七十七
　支那から見た台湾の美観 　八十二 　支那社会相の結論
―
である。
浅野研真訳『
フエリー
実証派犯罪学』 （大正
15・
12）は、イタリアの刑法学者・政治家エンリコ・フェリ（一八五六～一九二九）が、一九○一年四月
にナポリ大学でおこなった三回にわたる講演の英訳（
E
nrrico F
erri ：
T
he P
ositive School of C
rim
inology, translated by E
rnest U
nterm
ann, K
err &
 
C
o., C
hicago, 191 ）を重訳したものである。
本書は、犯罪社会学の原理と根本的結論について講述したものである。内容の概略は
―
序文 　訳序 　凡例 　第一章 　実証派犯罪学の学史的背景 　第二章 　実証派犯罪学の犯罪観 　第三章 　実証派犯罪学の犯罪政策
　附録 　フエリーの生涯の著作
―
である。
犯罪というも は、社会における“異常なる現象”と見るのが一般的であるが、フェリはこれに反して、犯罪を社会における正規的現象、社会
の正規的分子とみている。つまり社会に犯罪はつきものである、といった考え方である。
＊
平成のいまの時代ではとうてい考えられないが、戦前 日本社会では、およそ“国体”に合わぬいっさいの主義や思想は、すべて危険視され、
弾圧の対象とされた。近代の立憲政治の根源は、思想・言論の自由にあることはいうまでもないが、天皇中心の国家体制にとって、そ 利益に合わぬもの、社会の安寧秩序を乱す思想や直接行動 国家権力 よって容赦なく制裁をくわえられた。
ことに社会主義や左翼思想が、わが国に浸透し、デモなどの直接行動が高まりゆくなかで、左翼関連の刊行物（一般書、専門書、雑誌、新聞な
ど）が街中にひろまってゆくと、政府は納本を義務づけ、内務省警保局 おい それを検閲し、
芳かんば
しくない箇所を削除させたり、ときに“違法不
良の出版物”として、丸ごと発禁処分にした。が、大正年間じつに多くの社会科学文献が刊行され 。 くに大正九年 一九二○）春以来、政府の施政方針があらたまり そ 取締まりも寛大になったという（高畠素之編『 間題総覧』 ［大正９・２］ ） 。
つぎに大正年間に刊行された目ぼしい社会学関係の諸文献を、訳書をふくめて一覧表にすると、つぎのよう なる。
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エドワード ・ エー ・ ロッス著高橋正熊訳
  『社会統制論 　全』大日本文明協会事務所
 
大正２・５
大道和一著
 
『社会心理学』金港堂書籍株式会社
 
大正２・７
ロベルト ・ミッヒェルス著森孝二訳
  『政党 学 　全 大日本文明協会事務所
 
大正２・
10
グロツパリ原著高田保馬訳
  『社会学綱要 　全』有斐閣書房
 
大正２・
12
レスター ・ エフ ・ ウォード著葛西又次郎・伊藤輔利共訳
  『応用 　全』大日本文明協会事務所
 
大正２・
12
加藤弘之述
 
「社会学とは如何なる科 なるか」 『日本社会学院年報
第壹年 　第四、五
合冊』所収
 
大正３・６
シー ・ アール ・ ヘンデ ソン著栗原基訳
  『社会政策概論』大日本図書株式会社
 
大正３・７
相原熊太郎編
 
『スペンサーの社会学』発行元 赤城正蔵
 
大正３・
11
ジェームス ・ キール ・ ディレー著山崎直三訳
  『社会学原理と応用』二松堂書店
 
大正４・５
樋口龍峡述
 
『近代 講話』文学普及会
 
大正４・９
遠藤隆吉著
 
『社会学近世の問題』教育新潮研究
 
大正４・９
遠藤隆吉著
 
『社会力』大日本学術協会
 
大正５・３
レスター ・ エフ ・ ワォ ド著藤森達三訳
  『ワォードの社会学』厳松堂書店
 
大正５・９
エドワード ・ アルズワース ・ ロ ッス著高部勝太郎訳
  『ロツス社会心理学』磯辺甲陽
 
大正６・
スタツケンベルク原著尾戸長熊（解説）
  『哲学入門叢書 　第一篇 　社会 入門 常楽精舍
 
大正６・５
小笠原忠三郎著
 
『農村社会学』洛陽堂
 
大正６・
アルバート ・ ガロウェー ケラー著志水義暲訳
  『社会進化論 　全 大日本文明協 事務所
 
大正７・７
建部遯吾著
 
『普通 学』金港堂書籍
 
大正７・
10
高田保馬著
 
『社会学的研究』東京宝文館
 
大正７・
12
高田保馬著
 
『社会学原理』岩波書店
 
大正８・２
シドニ ・ ウ ェ ップおよび同夫人の共大日本文明協会訳
  『防貧策 　全』文明書院
 
大正８・５
柴田安正著
 
『社会学講話』東京刊行
 
大正８・
11
高田保馬著
 
『現代 の諸研究』岩波書店
 
大正９・２
米田庄太郎著
 
『輓近社会思想 研究 上巻』弘文堂 房
 
大正９・４
（70）8
アイ ・ エス ・ マツケンヂー著納武津訳
  『社会哲学原論』日本評論社出版部
 
大正９・６
アーサー・リユウス著高畠素之訳
  『社会主義社会学』三田書房
 
大正９・６
寒河江三郎編
 
『
最近
  社会学の進歩』大日本学術協会
 
大正９・
ジャン ・ ジャック ・ ルソー原著市村光恵・森口繁治共
  『民約論 　全』有斐閣
 
大正９・
10
米田庄太郎著
 
『現代社会問題の社会学的考察 弘文堂書房
 
大正
10・３
笠田長継著
 
『通俗社会学叢書 第二巻 　 進歩の意義』慶文堂書店
 
大正
10・８
納武津著
 
『最新 　社会学講話』日本評論社出版部
 
大正
10・
10
佐野学著
 
『社会制度の諸研究』同人社書店
 
大正
10・
11
ベンジャミン ・ キッド著田制佐重訳
  『社会遺伝』大日本文明協 事務所
 
大正
11・４
マック・アイヴァー著井上吉次郎訳
  『社会学』早稲田 学出版部
 
大正
11・５
高田保馬著
 
『社会と国家 岩波書店
 
大正
11・５
遠藤隆吉著
 
『社会学原論』厳松堂書店
 
大正
11・７
マツキヴア著井上吉次郎訳
  『社会学原論』ロゴス社
 
大正
11・８
佐野学著
 
（近世文化叢書第二編） 『社会の進化』日進堂
 
大正
11・
10
田制 重著
 
『教育的社会学』教育研究
 
大正
11・
10
フランツエスコ ・ コセンチニ著田辺壽利訳
  ［社会学叢書 　８］ 『発生的社会学
―
有史以前の思想及び社会生活に関する論文』社会学研究会
 
大正
11・
11
シモン ・ エヌ ・ パツテン著秋葉隆訳
  ［社会学叢書 　５］ 『社会原力の理論』 学研究会
 
大正
11・
12
ガブリエル・タルド著長岡保太郎訳
  『タルド社会法則論』内田老鶴圃
 
大正
12・１
ハーバート ・ スペ サー著鈴木栄太郎訳
  ［社会学叢書 　２］ 『諸科学の分類 　 有機体 　個人対国家』 研究会
 
大正
12・３
パウル・バルト著波多野鼎訳
  『社会学体系論』大鎧閣
 
大正
12・３
レスター ・ フランク ウォー田辺壽利訳
  『社会学概論』三益出版
 
大正
12・３
エミール ・デュルケ 著松永栄訳
  ［社会学叢書 　６］ 『社会学的方法の規準』 学研究会
 
大正
12・４
土田杏村著
 
『新社会学』小西書店
 
大正
12・５
ルネ・ウオルムス著田辺壽利訳
  『社会学の本質 東条
 
大正
12・５
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レオナルド ・ ボブハウス著土生秀穂訳
  ［社会学叢書 　
10］ 『社会進化と政治理論』社会学研究会
 
大正
12・６
チャールズ ・ エイ ・ エルウツド著宮崎市八訳
  ［社会科学大系 　６］ 『心理学的社会学』而立社
 
大正
12・６
小林郁著
 
『社会学概論』厳松堂書店
 
大正
12・６
ジョン ・ スチュアート ミル著波多野鼎・河野密共
  『コント実証哲学 　附功利主義論』而立社
 
大正
12・７
エンリコ・フェルリ著山田吉彦訳
  『犯罪社会学 　［上］ 』而立社
 
大正
12・７
ガブリエル・タルド著風早八十二訳
  『タルドの 原理』岩波書店
 
大正
12・８
赤神良譲述
 
『社会学概論』文信
 
大正
1・２
コール著竹内泰訳
  『社会理想 』大日本文明協会事務所
 
大正
1・３
日本社会学会編
 
『社会学雑誌』創刊号
 
大正
1・５
北野大吉著
 
『芸術と社会』更生閣
 
大正
1・５
川辺喜三郎著
 
『社会学原論』早稲田大 出版部
 
大正
1・６
新明正道著
 
『権力と社会』内外出版株式会社
 
大正
1・６
西村文則著
 
『水平民族史物語 中央
 
大正
1・７
ウエルネル ・ゾンバルト著影山哲雄訳
  ［社会・哲学体系 　１］ 『社会学』而立社
 
大正
1・
11
レスター ・ エフ ・ ウォード著石川功訳
  『純正 学 　上巻』新潮社
 
大正
1・
12
ラッツェンホーファー著宮崎市八訳
  ［社会哲学 　新 説大系 　
( ２
) ］ 『社会学的認識論』新潮社
 
大正
1・
12
山田嘉吉著
 
『社会学概論（上・下）合 世界文庫刊行
 
大正
1・
12
ツィーデネック ・ スェーデンホルスト著波多野鼎訳
  『社会政策 　［総論］ 』弘文堂書房
 
大正
1・１
エチ・エ ・バアネス著新明正道著
  『社会学と 治理論』聚英閣
 
大正
1・４
ガブリエル・タルド著風早八十二訳
  『模倣の法則』而立
 
大正
1・４
ギッヂングス著神永文三訳述
  ［社会哲学 　新 説大系 （８） ］ 『社会学通俗教科書 新潮
 
大正
1・５
ウェルナー・ゾムハルト林要訳
  『社会主義及び 運動』同人社書店
 
大正
1・５
ベンジャミン ・ キツド佐野学訳
  ［社会科学大系 　
（2−2）］ 『社会進化論』而立社
 
大正
1・５
綾川武次著
 
『
誰にも解かる
　社会学の知識』修教社書院
 
大正
1・７
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杉山栄著
 
『社会学十二講』新潮社
 
大正
1・８
アーサー ・ ジエー ・ ペンチィ著北野大吉訳
  『基督教社会学』聚英閣
 
大正
1・９
デュルケーム著山口吉彦訳
  『社会学と哲学』岡書院
 
大正
1・９
アーサー・レウヰス著高畠素之訳
  『社会学講話』アテネ書院
 
大正
1・
10
高田保馬・新明正道他
  『形式 研究 （社会科学十月特輯）改造社
 
大正
1・
10
丸山岩吉著
 
『社会学入門』久野書店
 
大正
1・
11
グラハム・ワラス著岡島亀次郎訳
  『社会伝統論』大日本文明協会事務所
 
大正
1・
12
エミール ・ デュールケ ム著松本潤一郎訳
  「社会学の沿革」 （
L
a Sociologie ） 、原文は
  “L
a Science F
rançaise, 1916, P
aris
”（上巻所収） 、訳文は
 
『哲学雑誌』第四十一巻・第四六七号所収
 
大正
15・１
大林宗嗣著
 
『セッツルメント 研究』同人社書店
 
大正
15・２
野崎泰秀著
 
『小さい社会 』広文堂
 
大正
15・４
永井享著
 
『社会読本』日本評論社
 
大正
15・４
二階堂招久
 
『初夜権 　
JU
S
 P
R
IM
A
E
 N
O
C
T
IS
の社会学的攻究』無名出版社
 
大正
15・４
ゲオルグ・ジムメル著小田秀人訳
  『社会学の根本問題 大村書店
 
大正
15・５
松浦勇 ・ 長谷川弥平畠山弥栄蔵
共著
  『社会学要領』宝文館
 
大正
15・５
戸田貞三著
 
『家族の研究』弘文堂書房
 
大正
15・６
小栗慶太郎著
 
『タルドの模倣論 事業之日本社出版部
 
大正
15・９
林恵海著
 
『ジムメ ・社会学方法論 研究』甲子 書房
 
大正
15・９
高田保馬著
 
『社会関係の研究』岩波書店
 
大正
15・
11
モリス ・ ジンスバーク著下村利一郎訳
  『社会心理学』同人社書店
 
大正
15・
12
高橋正熊訳『社会統制論 　全』は、ネブラスカ大学教授エドワード・エー・ロッスが、一八九六年三月より一八九八年五月まで『アメリカ社会
学雑誌』 （
T
he A
m
erican Journal of Sociology ）に連載した記事に数章をくわえて出版したものである。本書は、社会がいかなる方面において統制
80（7）
社会学伝来考
せられているのか
―
人意による社会的支配について究めたものである。
内容の概略は
―
第一篇 　統制の基礎 　第二篇 　統制の方法 　第三篇 　統制の系統
―
である。
著者によると、社会に秩序がないと、人との衝突、争闘がおこり、社会は乱離破滅におちいる。社会の秩序は自然にできたものではなく、作為
物である。秩序は“社会統制の結果”生まれたものである。
大道和一の『社会心理学』 （大正２・７）は タルド（仏） 、ギィディングズ（米） 、ロッス（米）など、欧米大家の著述に多くを負っていると
いう（ 「凡例」 ） 。ところで“社会心理学 とは何んのことか。その沿革をたどると、十九世紀初頭にさかのぼり、フランスおいてはタルドやル・ボンなどの学者がすでに社会心理学を唱えていた。
著者によると、社会心理学とは、社会心（個人心および二個以上の人心の交叉作用）の実在と行動の理法（法則）を研究対象とするものという。
この学問は、心理学と社会学との中間に位置し、 “民族心理学” “国家心理学” “群集心理学” 呼ぶ学者もいる。
内容の概略は
―
第一編 　総論 　第二編 　実在 　第三編 　行動 第四編 　理法
―
である。
森孝三訳『政党社会学 　全』 （大正２・
10）は、ドイツの社会学者ロベルト・ミヒエルス（一八七六～一九三六、バーゼル、ペルージャ、トリ
ーノの各大学に勤め、おもに政治社会学を研究した）の
  “Z
ur Soziologie des P
arteiw
esens in der M
odernen D
em
ocratie, 1911
”  を反訳したものである。
同書は、平民政治と貴族政治との変遷について叙述 、一般大衆の心理を究めることによって新理論を生みだし ものである。
内容の概略は
―
緒言 　第一章 　平民政治的貴族政治及び貴族政治的平民政治 　第二章 　社会的闘争の倫理的装飾 　第一篇 　首領原因論 　第二
篇 　首領の事実上統御の性質 　以下省略する
―
である。
注（１）六本木久雄「思出すまゝに」 （茂木実臣編著『急進愛国主義の理論的根拠
︱
高畠素之先生の思想と人物』所収、大空社、平成十一年七月） 、八八頁。
